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午前１０時００分 開会

────────────────────────────────────

◎開会宣告

○議長（前田篤秀君） 本日をもって招集されました平成２９年第２回遠軽町議会定例会

を開会します。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

○議長（前田篤秀君） 直ちに、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎諸般報告

○議長（前田篤秀君） 会議に先立ち、局長をして諸般の報告をします。

○議会事務局長（安江陽一郎君） 御報告いたします。

ただいまの出席議員は、１６人であります。

本日の列席者は、佐々木町長、新山教育委員長、村瀬代表監査委員、新国農業委員会会

長であります。

次に、地方自治法第１２１条の規定による説明員、議会事務局からの出席者、監査委員

の平成２８年度例月出納検査の結果、議長の執務、閉会中における各委員会等の活動状況

につきましては、別紙印刷の上、お手元に配付のとおりであります。

なお、説明員につきましては、案件により、参事、主幹及び総合支所の課長等が入るこ

ともありますので御了承願います。

次に、本定例会の日程は、第３２までとなっております。

なお、追加議案等が予定されておりますので、あらかじめ御連絡を申し上げておきま

す。

以上で、報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（前田篤秀君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、今村議員、秋元議員を

指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定について

○議長（前田篤秀君） 日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。

本件について、議会運営委員長の報告を求めます。

髙橋議会運営委員長。

○議会運営委員長（髙橋義詔君） －登壇－

御報告いたします。
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本日をもって招集されました平成２９年第２回遠軽町議会定例会の会期につきまして

は、３月２日午後２時より議会運営委員会を開催し、審議の結果、本日から３月１７日ま

での１１日間と決定いたしました。

なお、３月８日から１２日までの５日間は、委員会等審査及び休日のため休会とし、３

月１４日から１６日までの３日間は予算審査のため休会といたします。追加議案、意見書

等につきましては、それぞれ調整の上、３月１６日午後５時までに事務局へ提出されるよ

うお願いいたします。

以上、御報告申し上げます。

○議長（前田篤秀君） お諮りします。

本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から３月１７日までの１１日間

にしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は、本日から３月１７日までの１１日間と決定しました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 平成２９年度施政執行方針及び提出案件要旨並び

に平成２９年度教育行政執行方針

○議長（前田篤秀君） 日程第３ 平成２９年度施政執行方針及び提出案件要旨並びに平

成２９年度教育行政執行方針を行います。

佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） －登壇－

平成２９年第２回遠軽町議会（定例会）の開会に当たり、議員の皆様には、大変お忙し

い中御参集いただき、厚くお礼を申し上げます。

初めに、平成２９年第１回遠軽町議会（臨時会）以降における行政について御報告いた

します。

まず、丸瀬布厚生病院の無床診療所への転換についてでありますが、平成３０年４月１

日から無床診療所に転換する旨、２月７日に北海道厚生連から通知がありました。

今回の通知は、遠軽地区の継続的な医療の確保と経営の安定化を図るためには、無床診

療所への転換が最も効果のある経営対策であるとの結論から、理事会で決定されたとのこ

とであります。

本町といたしましては、合併前から現在に至るまで、同病院に対し、運営費の損失負

担、医師配置負担、建設費の補助等を行うとともに、現院長が６５歳のときに７０歳まで

の定年延長の要請を行うなど、地域医療の充実に努めてまいりました。

今後は、診療体制の維持や入院患者の対応及び職員の雇用の確保等について適切に行わ

れるよう、北海道厚生連に対して要望を行ってまいります。

なお、お手元の施政執行方針及び提出案件要旨には記載しておりませんが、３月３１日
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をもって退職される医師２人の後任につきましては、３月３日に北海道厚生連から後任の

医師の手配がついたとの報告を受けたところであります。

次に、協定の締結についてでありますが、２月１３日に警備会社であるＡＬＳＯＫ北海

道株式会社と「高齢者等の見守り支援に関する協定」を締結いたしました。

今後、日常の警備業務の中で、高齢者等の異変に気づいたときは、町などに連絡するこ

とについて協力を確認したところであります。

次に、２月２６日には、湧別町と連携して実施している湧別原野オホーツククロスカン

トリースキー大会が開催されたところであります。

今大会については、３月１９日に開通が予定されております旭川・紋別自動車道の丸瀬

布ＩＣから遠軽瀬戸瀬ＩＣまでの区間を使用した今回限りのプレミアムコースが実現し、

参加された選手の皆様からも心に残る大会であったとの声が寄せられたところでありま

す。

大会運営のため、早朝から御支援いただきました関係者や町民ボランティアの皆様を初

め、御協力いただきました地権者の皆様に、心からお礼を申し上げます。

また、町長就任以来、副町長として重責を担っておりました廣井副町長につきまして

は、一身上の都合により退職の申し出があり、２月２８日をもって退職したところであり

ます。

次に、平成２９年度予算を初め、関連する議案を御審議いただくに当たり、町政執行に

対する基本的な姿勢と考え方について申し上げます。

合併し１０年が過ぎ、新たな１０年のスタートを切った遠軽町は、解決しなければなら

ない課題が山積しておりますが、町民憲章にある「永遠に輝く遠軽町」の建設のため、町

民の皆様とともに考え、ともに行動し、柔軟な発想と創意工夫のもと、責任と決断を持っ

てまちづくりに取り組んでまいります。

私も、町政を担わせていただき、２期目の最後の年を迎えました。この間、町民並びに

議員の皆様には、様々な形で御理解と御協力を賜り、心から感謝を申し上げます。

少子高齢化、都市部への人口集中に歯止めをかけることができない今日、日本全体が人

口減少時代に突入しています。国におきましては過去、幾多の政策が実施されてきており

ますが、残念ながら、地方は現在も厳しい状況が続いております。

その中にあって、人口減少を最小限に抑制するため、地場産業の振興や医療、福祉、教

育などを充実させ、私の公約であります「元気で愛情あふれるまちづくり」の実現に向

け、今後予定している大型案件の事業にも取り組み、第２次遠軽町総合計画の将来像であ

る「森林と清流 つくる・つながる にぎわいのまち」を目指し、まちづくりを進めてまい

りますので、町民並びに議員の皆様には、引き続き御理解と御協力をお願い申し上げま

す。

次に、地方創生の推進と町の取り組みについてでありますが、一昨年策定しました「縁

（えん）があるまち 遠軽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組みについての効
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果の検証並びに見直しを行い、地域の活性化につなげていきたいと考えております。

このため、平成２９年度予算は、高規格道路の遠軽地域までの延伸を見据えた遠軽道の

駅整備、さらには、まちの活性化と町民のよりどころとなる（仮称）えんがる町民セン

ターを整備するための関連事業を進めるとともに、公共事業の早期発注等による地域経済

の活性化に努め、まちづくりの基本となる産業基盤、子育て環境の充実、未来を担う子ど

もたちの教育と高齢者に対する福祉政策を柱に、予算編成を行ったところであります。

次に、平成２９年度に実施します主な施策について、総合計画の六つの基本方針に基づ

いて申し上げます。

一つ目の「人と自然に思いやりのあるまちづくり」については、自然に生かされている

ということを町民全体で認識し、自然への思いやりと感謝の心を育み、過去から未来へ、

先人から子どもへと、人と自然に思いやりのあるまちづくりを進めてまいります。

また、それぞれの地域にある歴史や文化、自然を彩る大地の遺産を活用、保全する活動

を推進するとともに、白滝ジオパークのさらなる普及・啓蒙に努めてまいります。

町民の日常生活や経済活動を支える道路、河川、交通網などについては、利用者の安全

性や利便性に配慮しながら、安全かつ快適に利用できる基盤づくりを進めてまいります。

森林については、生物多様性の保全、土砂災害の防止、水源の涵養など多面的機能を有

しており、この資源を活用するため、計画的な森林整備を行ってまいります。

河川については、景観や生態系の保全、都市における潤いと安らぎを与える親水空間と

して有効に活用されていますが、一方では、氾濫などの災害要因ともなることから、町河

川の氾濫を防止し、災害に対する安全性の向上を図るため、トーウンナイ川河川維持工事

を実施してまいります。

なお、道河川の整備については、サナブチ川では阿部橋地先から、みどり牧場地先に向

かって約２００ｍ、生田原川では安立橋地先から、上流約１キロメートルの河道整備が予

定されています。

町道については、産業経済の発展を促すとともに、郊外の幹線道路の安全確保を進める

ため、岩見通の改良、舗装工事を実施してまいります。

また、町道の維持管理の充実に努めるとともに、冬期間の適正な管理を行うため、老朽

化が進む除雪車両の計画的な更新として、除雪ドーザを購入し、除排雪の充実に取り組ん

でまいります。

高規格道路「旭川・紋別自動車道」については、３月１９日に丸瀬布ＩＣから遠軽瀬戸

瀬ＩＣまでの開通が予定されており、遠軽ＩＣについても早期供用開始に向けた整備促進

並びに地域高規格道路「遠軽北見道路」の整備について、引き続き、関係機関に要請を

行ってまいります。

なお、道道の整備については、遠軽安国線において町道市街地４０号から豊里４２号道

路までの未整備区間、約４００ｍの歩道及び防雪柵の整備が予定されています。

公共交通については、少子高齢化が進む中、町民の暮らしに必要な移動手段を確保する
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交通ネットワークの構築が重要となってきます。

このため、ＪＲ石北線については、オホーツク圏活性化期成会や沿線自治体等と連携し

要望を行っており、今後は北海道などの関係機関とも連携を図り、鉄道の維持に向け全力

を上げて取り組んでまいります。

また、生田原地域において、デマンド型乗合タクシーを運行することにより、利便性の

向上に努めるとともに、民間バスについては、事業者に対する運行補助を引き続き行い、

生活に欠かせない公共交通の確保に努めてまいります。

二つ目の「安全・安心で住みごこちの良い暮らしの場づくり」については、住まいや暮

らしを取り巻く生活環境の充実により、心地よい暮らしの場としての役割をさらに向上さ

せていきます。

また、快適性や利便性を向上させる一方で、各種災害、犯罪などの様々な危険に対する

備えを確立し、安全・安心な暮らしの場づくりを進めてまいります。

遠軽地域の都市計画においては、都市計画道路の見直しを進め、今後も計画的な都市形

成を図ってまいります。

住宅環境の充実については、「住生活基本計画」「町営住宅長寿命化計画」に基づき、

山の手団地の改修工事に着手するなど、これからも地域に合った適正な管理を行ってまい

ります。

上下水道の充実については、飲料水の確保に苦慮している生田原水穂地区に水道水を供

給する施設の完成を目指すとともに、白滝地区に安全で安心できる水道水の安定供給を図

るため、地下水源の開発に着手してまいります。

また、遠軽道の駅整備に伴う水道及び下水管路布設工事、市街地の浸水対策としての雨

水管渠整備、快適な生活環境を持続するため、遠軽下水処理センター長寿命化及び丸瀬布

せせらぎセンター及び白滝浄化センターの監視装置の更新を行ってまいります。

防災体制の充実については、今まで想定していない局所的な自然災害が、近年、全国各

地で起きており、昨年８月には大雨や台風の影響により大きな被害を受けたところであり

ます。

このため、防災対策等の機能強化を図るため、関係機関等との連携を充実するととも

に、総合防災訓練及び風水害を想定した図上防災訓練を実施し、町民の防災意識の高揚と

防災体制の強化を図ってまいります。

また、近年は、暴風雪災害に伴う事故防止のため、早めの交通規制等が行われることか

ら、町民等に対する災害情報の周知、避難所の開設及び停電対策等の迅速な対応が求めら

れております。

このため、災害に備えた非常用食糧、資機材等の備蓄を計画的に進めるとともに、事故

を未然に防止するため、関係機関と連携を図り、情報の提供・事前対応を速やかに行える

体制の強化を図ってまいります。

ごみ処理の充実については、持続可能な循環型社会を実現するため、ごみの減量化、再
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利用・再資源化を進め、旭野一般廃棄物最終処分場の延命化を図ってまいります。

なお、遠軽地区広域組合によるごみ焼却施設の建設については、本年度中の稼働に向け

て事業が進められるところであります。

三つ目の「活気と創造性にあふれ、未来につながる産業づくり」については、本町は、

豊かな自然環境を生かした農林業とともに、道路や鉄道などの交通の要衝として商工業が

発展し、現在の町並みを形成してきました。

近年、本町の産業を取り巻く環境は、長引く景気の低迷などにより厳しい状況にありま

すが、事業者や農林業者自らの努力と創意工夫はもとより、産業にかかわる多様な主体と

行政が創造性を発揮し、連携・協力しながら知恵を出し合い、産業を活性化し、経済を循

環させていくことで、活気と創造性にあふれた未来につながる産業づくりを進めてまいり

ます。

本町の基幹産業である農業の振興については、国際情勢の変化などに対応するため、土

づくり、人づくり、郷づくりを基本に、第一次産業の明るい未来に向けた取り組みを進め

てまいります。

土づくりについては、農業農村地域が持つ国土保全、景観形成等の多面的機能を発揮さ

せるため、国の交付金を活用し、農村環境の保全に努めてまいります。

人づくりについては、新規就農・後継者対策として、さらなる組織体制の強化を図り、

農業担い手の確保に努めてまいります。

郷づくりについては、農地中間管理事業や多面的機能交付金を活用し、担い手の農地や

農村環境の維持保全に対して助成を行い、担い手の負担軽減を図り、農家の経営安定化に

つなげてまいります。

畜産については、自給飼料基盤が最も重要であることから、公共牧場の管理向上と機能

強化を図るなど、酪農の経営安定に努めてまいります。

また、昨年の大雨や台風による被害のように、今後、雨量の増加が予想されるため、北

海道の交付金を活用し、排水路等に接する農用地や農業用施設の維持保全を図り、安定し

た農業経営や集落環境の確保を進めてまいります。

鳥獣被害対策については、遠軽町鳥獣被害防止計画により、猟友会の協力をいただきな

がら、エゾシカ、ヒグマなどの駆除・捕獲を実施し、農林産物の被害防止に努めてまいり

ます。

林業の振興については、新たに遠軽町森林経営計画を作成し、未来につなぐ森づくり推

進事業、民有林振興対策事業などに対して引き続き助成するとともに、関係団体と連携

し、林業担い手対策に取り組み、持続的な林業の振興を図ると同時に、森林の持つ多面的

機能が発揮されるよう、町有林の適正な管理と整備を行ってまいります。

商工業の振興については、厳しい経済状況が続く中、地元経済の活性化を図るため、昨

年度から実施しております特産品等開発支援事業を継続し、町民誰もが新商品等の開発に

チャレンジできる環境づくりに努めてまいります。
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観光の振興については、近年急増している訪日外国人観光客による消費の取り込みを図

るため、国内外に向けたプロモーションや事務局の体制整備のほか、遠軽道の駅の整備に

向けた施設運営に係る調査・検討などに要する経費に対し、観光協会に支援を行ってまい

ります。

雇用環境の安定については、人材開発拠点施設の整備を進め、人材の育成を図ってまい

ります。

四つ目の、「住み慣れたところで健やかに暮らせる生活づくり」については、町民誰も

が最も住みなれた場所で生涯をいきいきと健やかに暮らしたいと願っております。

そのためには、誰もが健康で生きがいを持ち、地域ぐるみで互いに支え合う、優しいま

ちづくりが必要なため、地域ぐるみでのつながりや支援体制づくりなど、誰もがいきいき

と健やかに暮らすことができるまちづくりを進めます。

保健対策の充実については、健康診断や検診への参加を呼びかけ、病気の予防と早期治

療を促すとともに、関係機関と連携を図り、健康増進、保健予防の普及に向けた環境づく

りに取り組んでまいります。

地域医療の確保については、関係市町村と連携を図り、引き続き遠軽厚生病院の産婦人

科医の確保に向けて要請を行い、町民が安心して医療を受けられるよう、医療機関や診療

体制の確保に努めてまいります。

子育て環境の充実については、妊産婦交通費等助成事業を継続するとともに、「子ども

・子育て支援事業計画」に基づき、次世代育成への取り組みを推進してまいります。

また、中学生の入院費の助成を継続するとともに、乳幼児検診及びきめ細かな相談体制

による子育て環境の充実に取り組んでまいります。

子ども・子育て支援制度における施設型給付を受ける認定こども園こころ及び認定こど

も園遠軽ひばり幼稚園並びに遠軽幼稚園の運営に対し、支援をしてまいります。

高齢者福祉の充実については、高齢者の生活実態を把握し、高齢者が住みなれた場所で

生きがいを持ちながら健康に暮らせる環境整備を進めてまいります。

また、高齢者のりもの乗車助成事業を継続し、高齢者の余暇活動や社会参加活動を促進

してまいります。

障がい者（児）福祉の充実については、関係団体と連携し、障害福祉サービスに取り組

んでまいります。

五つ目の「文化を守り、未来につなげるふるさとづくり」については、将来を担う人材

を育てることは長期的、継続的に取り組まなければならない重要な課題です。

地域の特性を生かした個性あふれる学習など地域ぐるみでふるさとを支える人づくりを

進め、町民の一人ひとりが、心身ともに豊かな生活を送り、生き生きと暮らすことができ

るよう、子どもから高齢者まで生涯を通じて自らの意志や意欲に応じた様々な学習ができ

る環境を整えます。

さらに、地域内外との交流や各種文化財など地域の遺産の保全、活用を通じて、ふるさ
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とへの誇りと愛着を醸成するとともに、未来につなげるふるさとづくりを進めてまいりま

す。

子ども教育の充実については、地域性を生かした特色ある教育を推進し、子どもの「生

きる力」と「郷土を愛する心」を育むとともに、安心・安全に学習できる環境づくりに努

めてまいります。

家庭教育の充実については、学校、地域社会との連携強化や家庭教育情報の発信など、

家庭教育の支援や父母・親子の交流などを通じた情報交換の場づくり、学習の場づくりを

提供してまいります。

社会教育の充実については、町民のニーズに即した事業を展開するなど、各世代が学べ

る学習機会の拡大と情報発信の拡充に努めてまいります。

芸術・文化活動の振興については、芸術・文化活動を継承拡大していくための事業展開

を進め、各団体が連携して活動の活性化を図るための支援に努めてまいります。

スポーツ・レクリエーション活動の充実については、いつでも気軽にスポーツ活動に取

り組める環境づくりを進め、各体育関係団体と連携し、スポーツ教室や大会の開催など機

会の拡大を図ります。

さらに、昨年完成した、えんがる球技場の利用促進とスポーツ大会、合宿の受け入れ体

制を一層充実させ、交流人口の拡大に努めてまいります。

六つ目の「町民と町が気軽に対話できるまちづくり」については、協働のまちづくりを

進めるには、町民と町が対話による相互理解が重要です。

コミュニティ活動や自発的なまちづくり活動を促すとともに、様々な媒体や機会を通し

て情報の共有や対話の機会をさらに充実させ、まちづくりに反映させます。

町民サービスを充実させるためには、効率的な財政運営と財政基盤の確立による持続可

能な財政運営を行っていく必要があります。

合併１０年経過後における地方交付税の削減率の見直しにより、将来の財政運営に明る

い見通しが立ったところですが、地方交付税については、国の動向により影響を受けます

ので、行政改革の取り組みやＰＤＣＡサイクルに基づいた事業の管理による健全な財政基

盤を確立する一方、社会情勢や町民のニーズを的確に分析し、効果的な事業運営に努めて

まいります。

このため、ホームページや広報などによる情報発信の充実に努めるとともに、町民と町

のパートナーシップを構築し、対話により意見を反映するまちづくりに取り組んでまいり

ます。

また、災害支援や様々なイベントへの協力等、この周辺地域になくてはならない陸上自

衛隊遠軽駐屯地については、本町においても医療、福祉、教育などのまちづくりに重要な

役割を担っており、協働のまちづくりを推進するため、関係団体と連携を図り、存置に向

け積極的に取り組んでまいります。

コミュニティ活動の充実については、地域の活性化に重要な役割を担っていただいてい
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る自治会等のコミュニティ活動を支援し、地域コミュニティの拡大、強化を図ってまいり

ます。

以上、平成２９年度の町政執行に対する所信と主な施策について申し上げました。

次に、平成２９年度予算案について御説明申し上げます。

一般会計については、義務的経費は、人件費及び公債費等の減により対前年比２％の

減、投資的経費は、えんがる球技場等の完成により前年比２２.６％減となります。その

他の経費は、補助費等の増加により対前年比４.２％の増、総額で対前年比３.５％減の１

５５億８,８００万円としたところです。

また、特別会計については、国民健康保険特別会計２６億９,４２６万５,０００円、後

期高齢者医療特別会計３億９１５万４,０００円、介護保険特別会計１８億３,９９１万

６,０００円、個別排水処理事業特別会計１億１９５万１,０００円の４会計で４９億４,

５２８万６,０００円、企業会計については、水道事業会計９億５,０９７万８,０００

円、下水道事業会計２１億８２５万５,０００円としたところです。

これによりまして、一般会計、特別会計、企業会計を合わせた平成２９年度予算は、対

前年比４.８％減の２３５億９,２５１万９,０００円としたところです。

次に、一般会計予算の概要について申し上げます。

歳入については、平成２９年度地方財政計画に基づき、本町の実情を踏まえ収入見込額

を計上したところです。

町税については、個人町民税では、人口減による就業人口の減少があり均等割額の減額

はあるものの、所得割額の増額により平成２８年度決算見込みが当初予算から増額の見込

みであることから対前年比２.８％増とし、法人町民税では、建設業関係の法人が公共事

業等の増加により税収が高水準で推移していることから、対前年比９.２％増としたとこ

ろであります。

また、固定資産税では、評価替えの第３年次となり、土地についてはほとんど変動はあ

りませんが、家屋の新築及び償却資産である太陽光発電設備の設置などにより対前年比

２.４％増とし、総額で対前年比２.５％増の２０億９,４４６万５,０００円を計上したと

ころです。

地方交付税については、地方財政計画に基づき計上したところです。

国庫支出金・道支出金については、各補助事業などに対する可能な収入を見込み計上し

たところです。

町債については、地方債計画により本年度計画しております投資的事業等の財源とし

て、また、地方交付税の財源不足分に対処する臨時財政対策債を見込み計上したところで

す。

次に、歳出の主なものについて申し上げます。

総務費については、町民憲章碑改修工事、遠軽道の駅大型車庫建設工事、（仮称）えん

がる町民センター建設基本・実施設計、旧遠軽中央病院解体工事等に要する経費等を計上
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したところです。

交通対策では、交通安全推進事業、生活安全灯（ＬＥＤ灯）改修工事、町内生活交通路

線の運行に係る民間バス事業者の支援、町営バスの運行事業、紋別空港利用対策事業、デ

マンド型乗合タクシーに要する経費等を計上したところです。

自治振興では、住民活動支援事業、地域集会施設管理事業、安心安全まちづくり事業に

要する経費等を計上したところです。

民生費については、創設１００周年を迎える民生委員制度の記念事業関連経費や丸瀬布

遺族会と統合することになった遠軽町遺族会への補助金、保健福祉総合センターや高齢者

共同生活支援施設等福祉施設の運営を初め、社会福祉協議会の運営や老人クラブ等福祉団

体の活動の支援、高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定に要する経費、高齢者、

障がい者、児童、乳幼児等への福祉施策、児童自立支援施設整備に対する補助、子ども・

子育て支援事業に要する経費等を計上したところです。

衛生費については、町民の健康づくりを積極的に推進するための活動費、妊婦健診事

業、母子保健推進事業、地域医療対策として、生田原歯科診療所訪問診療用治療ユニット

購入に係る経費、生田原診療所運営費、本年度中の稼働を予定しているごみ焼却施設整備

に要する負担金等の経費を計上したところです。

労働費については、人材開発拠点施設である遠紋地域人材開発センター実習棟等改修工

事に要する経費等を計上したところです。

農林水産業費の農業振興では、農業担い手対策に要する経費、地域特産物育成開発に補

助する農作物栽培奨励事業、家畜防疫対策事業、酪農ヘルパー利用推進事業、農業・畜産

関連融資利子補給事業、農業資金貸付事業、酪農学園大学地域総合交流事業、多面的機能

支払事業等に要する経費等を計上したところです。

林業振興では、鳥獣被害対策に要する経費、狩猟免許の取得に係る助成のほか、町有林

整備事業、民有林振興対策事業に要する経費等を計上したところです。

商工費については、商工会議所及びえんがる商工会の運営を支援する経費、中小企業の

振興を支援するための商工業融資利子補給事業、企業振興促進助成事業等に要する経費等

を計上したところです。

消費対策では、消費者協会の運営を支援する経費等を計上したところです。

観光振興では、観光協会の運営に関する経費として、事務局体制の強化を図るための人

件費を初め、タイ、台湾等に向けた国内外へのプロモーション経費、まるせっぷ藤園の藤

棚整備等に要する補助経費を計上したところです。

観光施設の整備として、生田原コミュニティセンターの寝具等の更新、太陽の丘えんが

る公園公設グラウンドフェンス整備工事、高原キャンプ場・オートキャンプ場飲料水水源

切替工事、豊里観光案内板修繕工事等を計上したところです。

土木費の道路関係では、東２線道路防雪工事（防雪柵）、中通排水整備工事、南ヶ丘４

号通道路改良舗装工事、南町４丁目通道路改良舗装工事、除雪対策として除雪ドーザ購入
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に要する経費等を計上したところです。

都市計画関係では、３・４・３役場通交通バリアフリー歩道整備工事、地籍整備事業、

公共施設案内看板改修工事に要する経費等を計上したところです。

公営住宅関係では、日進団地公営住宅設計業務委託、やまなみ団地公営住宅建設工事、

山の手団地公営住宅長寿命化改修工事に要する経費等を計上したところです。

消防費については、遠軽地区広域組合消防負担金として、災害出動、防災対策事業に要

する経費等を計上したところです。

教育費については、学校環境の整備、学校教育における諸活動、学校教育のための教材

教具の充実及び学校行事負担金、遠軽高等学校教育振興補助金に要する経費等を計上した

ところです。昨年度同様、スキー授業にかかるリフト代金を全額町で負担するほか、教育

用ＩＣＴ機器整備、２年計画による国が示す学校図書の標準数を達成するための図書購

入、３年計画による児童生徒用机、椅子の更新のために要する経費を計上したところで

す。

学校施設整備では、丸瀬布中学校・安国中学校トイレ改修工事、丸瀬布小学校耐震改修

に要する経費等を計上したところです。

学校給食関係では、南中学校給食室及び生田原学校給食センター空調設備工事に要する

経費等を計上したところです。

社会教育関係では、生涯学習機会の充実、社会教育関係団体や人材の育成、埋蔵文化財

センター運営に要する経費等を計上したところです。

図書館関係では、遠軽町図書館ロールスクリーンカーテン設置工事、丸瀬布生涯学習館

外壁改修工事、図書資料等の充実、読書の普及に要する経費等を計上したところです。

社会体育関係では、社会体育施設指定管理料、健康増進や体力づくりに要する経費、ス

ポーツ団体等の支援に要する経費、スポーツ合宿誘致活動補助金、東体育館トイレ改修工

事、生田原スポーツセンター屋上防水工事、えんがる球場内野グラウンド改修工事、瀬戸

瀬パークゴルフ場拡張に伴う設計費等に要する経費等を計上したところです。

次に、特別会計について申し上げます。

国民健康保険特別会計については、町民の健康維持増進のため、特定健診や保健指導等

を積極的に行い、生活習慣病予防等に努めてまいります。

また、医療費の適正化、抑制を目指し、安定した運営を図るため、国民健康保険税の収

納率向上に取り組んでまいります。

歳入については、国民健康保険税、国・道支出金、前期高齢者交付金、共同事業交付

金、一般会計からの繰入金等を計上し、歳出については、療養給付費、高額療養費、後期

高齢者支援金、共同事業拠出金、保険財政共同安定化事業拠出金及び特定健康診査等に係

る経費等を計上したところです。

後期高齢者医療特別会計については、北海道後期高齢者医療広域連合により運営され、

本町の対象者３,９７２人が加入しているものであり、歳入については、同広域連合が示
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す保険料、一般会計からの繰入金等を計上し、歳出については、後期高齢者医療広域連合

納付金及び事務経費を計上したところです。

介護保険特別会計については、歳入では、保険料収入について、第１号被保険者を７,

２６２人と見込み、また、国・道支出金、支払基金交付金等を計上し、歳出については、

遠軽地区介護認定審査会に要する経費、保険給付費及び介護予防・生活支援サービス事業

費、一般介護予防事業等を計上したところです。

個別排水処理事業特別会計については、遠軽町全域において、公共下水道処理区域外の

個別排水処理施設の整備を推進してまいります。

歳入については、使用料及び手数料、町債等を計上し、歳出については、維持管理費、

浄化槽設置工事等に要する経費等を計上したところです。

次に、水道事業会計予算について申し上げます。

本年度の業務量は、給水戸数を９,３８４戸と予定し、収益的収入では、水道料金等５

億４,０３０万８,０００円、収益的支出では、施設の維持管理費、一般事務等の経費とし

て５億２,０１４万４,０００円を予定したところです。

また、資本的収入では、企業債、工事負担金等２億４,４７１万９,０００円、資本的支

出では、国道３３３号（豊里）水道管布設工事、南ヶ丘４号通水道管布設替工事、生田原

水穂送水管布設工事、安国浄水場外周辺整備工事及び企業債償還金等４億３,０８３万４,

０００円を計上したところです。

次に、下水道事業会計予算について申し上げます。

本年度の業務量は、排水戸数６,７７６戸と予定し、収益的収入では、下水道使用料等１

０億８,２８８万４,０００円、収益的支出では、施設の維持管理費、一般事務等の経費と

して１０億３５５万８,０００円を予定したところです。

また、資本的収入では、企業債、国庫補助金等７億５,１２９万９,０００円、資本的支

出では、国道３３３号（豊里）公共下水道工事、国道２４２号（南町３丁目）公共下水道

工事などの管渠工事及び企業債償還金等１１億４６９万７,０００円を計上したところで

す。

次に、本議会に提案いたしました議案について御説明申し上げます。

議案第１号表彰については、遠軽町表彰条例に該当いたします対象者の表彰について、

議会の議決を求めるものです。

議案第２号遠軽町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定につい

ては、情報通信の技術を利用する方法により行政手続等を行うため、本条例を定めるもの

です。

議案第３号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正については、地方公務員の

育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、本条例を定めるものです。

議案第４号遠軽町特別会計条例の一部改正については、公共用地先行取得事業に係る地

方債の償還が終了することに伴い、公共用地先行取得事業特別会計を廃止するため、本条
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例を定めるものです。

議案第５号遠軽町税条例等の一部改正については、社会保障の安定財源の確保等を図る

税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一

部を改正する法律等の公布に伴い、本条例を定めるものです。

議案第６号遠軽町手数料条例の一部改正については、建築物エネルギー消費性能基準等

を定める省令の一部改正に伴い、本条例を定めるものです。

議案第７号遠軽町保健福祉サービス事業条例の一部改正については、介護保険法第１１

５条の４５第１項の規定による介護予防・日常生活支援総合事業の実施に伴い、介護予防

・生活支援事業を見直すため、本条例を定めるものです。

議案第８号遠軽町介護保険条例の一部改正については、消費税率の引上げの延期に伴

い、低所得の第１号被保険者における介護保険料の軽減を継続するため、本条例を定める

ものです。

議案第９号遠軽町町営住宅管理条例の一部改正については、寡婦住宅を廃止するため、

本条例を定めるものです。

議案第１０号遠軽町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について

は、企業職員の給与等を改正するため、本条例を定めるものです。

議案第１１号遠軽町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について

は、遠軽町簡易水道事業を遠軽町水道事業に統合するため、本条例を定めるものです。

議案第１２号遠軽町個人情報保護条例及び遠軽町個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正については、個人情報の保護に関する法律及び行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴い、本条例を定めるものです。

議案第１３号平成２８年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）の主なものについて御

説明いたします。

歳入については、国庫支出金、道支出金及び町債等を事務事業の確定等により精査し、

寄附金については、寄附者の御意思に添いまして、それぞれの目的の基金に積み立てるも

のです。

歳出については、人事異動等による人件費、マウレ・メモリアル・ミュージアムのリ

ニューアルに伴う旧武利小学校改修等工事、町民の紋別空港利用の増加に伴う紋別空港利

用促進協議会負担金、利用者の増加に伴う高齢者のりもの乗車負担金、飲料水確保事業補

助金、除排雪に係る経費、各種大会参加に係る補助金、生田原小学校・安国小学校耐震改

修工事、国の補正予算による道営草地整備事業負担金、３・６・９岩見通道路改良舗装工

事、ふくろ団地公営住宅建設工事等に要する経費を計上するとともに、事務事業の執行精

査等により補正するものです。

議案第１４号平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

は、医療費拠出金等の確定により補正するものです。
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議案第１５号平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、介

護サービス等給付費、高額介護サービス等費、高額医療合算介護サービス等費等を精査し

補正するものです。

議案第１６号平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）につい

ては、事務事業の執行精査により補正するものです。

議案第１７号平成２８年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）については、事務事

業の執行精査により補正するものです。

議案第１８号平成２８年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第２号）については、事務

事業の執行精査により補正するものです。

以上が、本議会に提案をいたしました議案の大要です。

なお、工事請負契約の締結について追加提案を予定しておりますので、あらかじめ御承

知おきくださいますようお願い申し上げます。

御審議を願う議案につきましては、その都度、担当部課長から詳細に御説明いたします

ので、御協賛を賜りますようお願い申し上げまして、平成２９年度施政執行方針及び提出

案件要旨の説明といたします。

○議長（前田篤秀君） 新山教育委員長。

○教育委員長（新山史賢君） －登壇－

平成２９年度遠軽町教育行政の基本的な考え方を申し上げ、町議会並びに町民の皆様の

御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

初めに、学校教育について申し上げます。

永遠に輝く遠軽町で、互いに学びあう児童生徒が自他の可能性を認め合い、夢と志を持

ち、よりよい人生、よりよい社会をつくることのできる「生きる力」を育成することは学

校教育の重要な役割です。

本町においては、小学校と中学校が緊密に連携し、連続性や円滑化などを図り、さらに

連携を幼保、高校へと広げ、それとともに、学校、家庭、地域社会での教育に携わる全て

の関係者が、それぞれの果たすべき役割と責務を自覚し、展開してきているところです。

教育委員会としては、その連携をもとにして、知育・徳育・体育のバランスのとれた子

どもの育成と、その基盤となる教育環境づくりに努めてまいります。

まず、知育につきましては、確かな学力の伸長の第一として、児童・生徒の発達段階や

特性、全国学力・学習状況調査などを踏まえ、創意ある教育活動を展開する中で、生きて

働く知識、技能の習得に努めてまいります。

第二には、習得した知識、技能を活用して、生き方の基盤となる言語活動の充実を図

り、思考力、判断力、表現力等の育成を図ってまいります。

第三には、小・中学校の連続性や家庭、地域社会の役割を強化し、学校、家庭、地域社

会の三者が広く児童・生徒の学習に関わりながら教育環境を整え、未来に誇れる文化や自

然遺産、人材などの教育資源を活用し、学びの質を高めてまいります。
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次に、徳育につきましては、児童・生徒の豊かな心を育てるために、基盤となる道徳教

育を充実し、生命の尊重、善悪の判断、他者を思いやる心情や自然と大地の恵みに感謝す

る心など、多様な体験活動を通して培ってまいります。

また、読書活動や音楽活動などを充実し、さらには地域社会と連携を図りながら、一人

ひとりの豊かな感性を育んでまいります。

体育につきましては、児童・生徒の健やかな体を育てるために、望ましい生活習慣の改

善を図るとともに、全国調査の結果を踏まえ、社会教育との連携を密にし、運動習慣の定

着を図り、体力、運動能力の向上に努めてまいります。

続きまして、学校教育の重点事項について申し上げます。

推進にあたって、小学校では基本的生活習慣と豊かな経験を、中学校ではたくましい心

身とコミュニケーション能力を、高等学校では一人ひとりが自分の将来を見据えた上で必

要な力を育てていただきたいと思います。

１点目に、安全教育につきましては、児童・生徒の生命を守ることを最優先に、組織的

な取り組みを強化いたします。

あわせて、生徒指導につきましては、いじめや不登校の未然防止と早期解消、ネットト

ラブルへの対応、情報活用能力の育成、薬物乱用や性の問題行動などについても、家庭、

地域、関係機関等との連携、協力を密にし、開かれた生徒指導体制の充実に努めてまいり

ます。

２点目に、特別支援教育につきましては、引き続き、特別支援教育支援員を小・中学校

に配置し、共生社会の形成に向けて、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた、適

切な指導や必要な支援に努めてまいります。

３点目に、食育につきましては、家庭、地域社会と連携し、児童・生徒に、食に関する

正しい知識や望ましい食習慣を身につけさせるとともに、地産地消を推進し、安全・安心

な学校給食の提供に努めてまいります。

４点目に、信頼される学校について申し上げます。

地域に開かれ信頼される学校を実現するためには、校長のリーダーシップのもと、組織

的で機動的な学校運営の推進が重要です。そのために、学校評価や学校評議員制度を生か

し、保護者や地域住民の意見や願いが反映できる絆を深める学校づくりを進め、町民の負

託に応えるよう努めてまいります。

また、学校教育の要となる授業の質の向上を図るため、校内研修の充実と各種研修会へ

の参加により、教職員の豊かな人間性や社会性、服務規律や法令遵守の徹底に努めてまい

ります。

次に、学校教育の主要事業について申し上げます。

小・中学校につきましては、特別に支援を必要とする児童・生徒に対し、適切できめ細

かな教育的支援を行うための特別支援教育支援員について、必要に応じて複数配置ができ

るよう１人を増員し、特別支援教育のさらなる充実を図ってまいります。
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また、就学援助費につきましては、引き続き、給与対象経費区分を拡大し、認定児童生

徒の保護者に対して援助してまいります。

遠距離通学をする児童・生徒の通学の利便を図るため、スクールバスを運行するととも

に、通学実態に合わせた経費の助成を行い、保護者の負担軽減を図ってまいります。

また、スキー授業にかかるリフト代につきましては、引き続き保護者の負担をなくし、

全額を町で負担してまいります。

中学校を核とした授業や生涯学習事業など、コミュニケーション能力の向上と国際理解

教育の推進を図るとともに、小学校における外国語活動についても、言語や文化に対して

の理解を深めるため、引き続き、英語指導助手３人を配置し、積極的な活用を図ってまい

ります。

小・中学校の学習環境の整備としましては、昨年度から２年計画による、国が示す学校

図書の標準数を達成するために図書を購入し、さらに３年計画による児童・生徒用の机、

椅子の更新をしてまいります。

また、各小学校の普通教室で授業にＩＣＴを活用することで分かる授業を実践し、確か

な学力の育成、定着を図るため、大型テレビ、専用テレビ台及び実物投影機を購入し、授

業の有用性を図ってまいります。

遠軽高等学校に通う生徒の進学、就職支援のための講座等に対し助成を行い、また、学

級数維持、生徒確保を支援するための経費の助成を行い、魅力ある高等学校づくりを支援

するとともに、町内外の子どもたちの遠軽高等学校への進学を促してまいります。

小・中学校の施設整備につきましては、安国中学校及び丸瀬布中学校のトイレの改修工

事、遠軽小学校及び安国中学校の体育館小屋根改修工事を実施してまいります。

また、丸瀬布小学校の耐震改修に係る調査設計業務委託などを行うとともに、小・中学

校の環境整備に努めてまいります。

学校給食につきましては、安全・安心な給食の提供のため、施設の改善や老朽化した備

品の更新を初め、日ごろの施設設備の衛生管理と調理関係職員の健康管理を徹底し、食中

毒防止や食物アレルギー対応など安全対策を進め、学校給食の適切な提供に努めてまいり

ます。また、南中学校給食室及び生田原学校給食センターに空調設備設置工事を実施して

まいります。

次に、社会教育について申し上げます。

社会教育では、生涯学習のより一層の振興を図るため、町民一人ひとりが生涯にわたっ

ていつでも、どこでも、だれでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その学習成

果

が適切に評価され、かつその成果を協働による地域づくりの実践に結びつけるよう努める

ことが求められています。

そのためには、生涯各期の学習機会の充実を図るとともに、学習情報の提供や学習相談

体制の充実を図るなど、町民一人ひとりが個性や地域特性を生かしながら、自主的、主体
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的に学習活動に取り組めるよう、学習環境の整備に努めていく必要があります。

社会教育の重点項目につきましては、近年、特に家庭環境の多様化や地域社会の変化に

より家庭教育が困難な社会となっている状況から、家庭の教育力向上を図るため、家庭教

育に関する支援体制の確立に努めるとともに、児童・生徒の学校外における各種学習、体

験活動の充実を図るため、学校や地域、関係団体との連携、協力を強化し、社会全体で子

どもたちの活動を支援する取り組みの推進に努めてまいります。

次に、社会体育について申し上げます。

スポーツ基本法においては、スポーツに関する施策を総合的にかつ計画的に推進するた

めの基本的施策として基礎的条件の整備、地域スポーツの推進、競技スポーツの推進が定

められており、多様なスポーツ機会の確保のための環境整備などが求められています。

これまでも社会体育では、スポーツを通して地域住民同士の交流を促進することによ

り、地域の連帯感や一体感の醸成を図り、地域社会の活性化に寄与することが求められて

きました。

また、青少年のスポーツ活動を奨励したり、青少年の豊かな心と健やかな身体の育成や

自己責任、思いやり、コミュニケーション能力の育成に努めるとともに、町民の健康づく

りの増進にも努める必要があります。

さらに、スポーツの生活化を目指し、それぞれのライフステージや技能にあったスポー

ツやレクリエーション活動に親しめるよう各種事業を推進するとともに、技能の向上や参

加意欲の高揚を図っていくことも重要です。

そのため、町民の生涯スポーツへの意識の高揚を図るとともに、町民がいつでも、どこ

でも、だれでも自由に、そして自主的、主体的に地域スポーツ活動に親しむことができる

よう、積極的に支援してまいります。

社会教育及び社会体育の推進にあたっては、遠軽町社会教育中期計画に基づき、個人や

団体などの多様な学習活動に対する奨励、援助を行うとともに、生涯各期の課題に応じた

学習機会を提供するなど、生涯学習社会の実現に向けて努力してまいります。

次に、社会教育の主要事業について申し上げます。

未来を担う子どもたちの健全育成を図るため、家庭、学校、地域との連携のもと、地域

の特性を生かした各種事業を引き続き推進するとともに、芸術や文化に触れる機会や発

表、交流の場などの提供に努めてまいります。あわせて、家庭の教育力の向上を図るた

め、保護者に対する学習機会の提供や子育て資料による情報提供の充実など、家庭教育の

支援を行ってまいります。

また、町民の生涯学習活動を支援するために、高齢者大学や生涯学習講座などの各種学

習機会や学習情報の提供、有志指導者の育成に努めるとともに、引き続き社会教育関係団

体の活動に対し、支援を行ってまいります。

さらに、文化財につきましては、遠軽町埋蔵文化財センターを中心に、白滝ジオパーク

とも連携した事業の展開や郷土館機能の充実など、文化財の保護と普及に努めてまいりま
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す。

施設整備につきましては、丸瀬布昆虫生態館空調設備設置工事などを実施し、施設の整

備充実に努めてまいります。

４図書館（室）につきましては、各図書館（室）間の連携を図り、蔵書の充実と読書の

普及促進に努めるとともに、遠軽町図書館を中心に生涯学習情報センターとしての機能向

上に努め、町民に親しまれる図書館（室）として運営してまいります。

また、丸瀬布生涯学習館外壁改修工事、遠軽町図書館ロールスクリーンカーテン設置工

事などを実施し、施設の適切な維持に努めてまいります。

次に、社会体育の主要事業について申し上げます。

町民の健康増進や体力づくりを推進するため、各種スポーツ教室、大会などを開催して

まいります。

また、社会体育施設の有効活用と地域の活性化や交流人口の拡大を図るため、関係団体

との連携、協力のもと、各種大会や合宿などの誘致活動を積極的に推進してまいります。

遠軽地域の社会体育施設につきましては、遠軽町体育協会が指定管理者として管理運営

を行っており、休館日、開館時間の見直しや自主事業の実施など、町民のニーズに応えた

各種事業を展開し、利用者本位の施設運営を進めていることから、今後も連携を図りなが

ら町民サービスの向上に努めるとともに、えんがる球技場の供用開始によるスポーツ推進

の向上を図ってまいります。

また、えんがるロックバレースキー場につきましては、今シーズンより町営化し、指定

管理者による管理運営を行っているところであり、今後とも冬期間の体育授業やスポーツ

の場として、管理運営に努めてまいります。

施設整備等につきましては、生田原スポーツセンター屋上防水工事、えんがる球場内野

グラウンド改修工事、瀬戸瀬パークゴルフ場の拡張のための用地購入及び実施設計、安国

水泳プール躯体基礎防水工事などを実施し、施設の整備充実に努めてまいります。

以上、遠軽町教育行政推進の基本的な考え方について申し上げましたが、教育委員会と

いたしましては、その使命と責任の重さを自覚するとともに、教育基本法の精神を踏まえ

つつ、時代の変化に迅速に対応しながら、遠軽町教育目標の実現に向け、学校教育並びに

社会教育の充実に努めてまいります。

町議会並びに町民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、平成

２９年度教育行政執行の方針といたします。

○議長（前田篤秀君） １１時２０分まで、暫時休憩します。

午前１１時０５分 休憩

──────────────

午前１１時１８分 再開

○議長（前田篤秀君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────
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◎日程第４ 議案第１号

○議長（前田篤秀君） 日程第４ 議案第１号表彰についてを議題とします。

提出者の説明を求めます。

舟木総務課長。

○総務課長（舟木淳次君） 議案第１号表彰について御説明をいたします。

遠軽町表彰条例第２条の規定により、表彰いたしたく、議会の議決を求めるものです。

表彰の種類につきましては、遠軽町表彰条例第２条第３号ウに該当いたします社会功労

でありまして、東京都渋谷区神宮前５丁目３８番１０号、井門義博様から４００万円、同

じく東京都杉並区堀ノ内１丁目５番３号、岩崎正敏様から１３０万円、それぞれ森林公園

いこいの森の災害復旧資金として御寄附をいただいたものであります。

以上、２件の個人につきまして、遠軽町表彰条例に基づき表彰いたしたく、提案をする

ものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第１号表彰についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第２号

○議長（前田篤秀君） 日程第５ 議案第２号遠軽町行政手続等における情報通信の技術

の利用に関する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 議案第２号遠軽町行政手続等における情報通信の技術の

利用に関する条例の制定について御説明いたします。

本案は、情報通信の技術を利用する方法により行政手続等を行うため、本条例を定める

ものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例。

書面等により行うことと、条例等で規定されている手続等を書面等ではなく、電子申請

等の電子的な手続等で行うためには、書面等を意味する条例等の手続根拠規定を整理する
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必要があります。

この条例は、全ての条例等の手続根拠規定を対象とし、書面等に加え、情報通信の技術

を利用した電子的な手続等を可能とするためのものであります。

この条例は、全９条の構成となっています。

第１条は、この条例の目的でありまして、申請、届出等の手続等に関し、電子情報処理

組織を使用するなどの情報通信の技術を利用することができるようにするための共通事項

を定めることにより、町民の利便性の向上を図り、行政運営の簡素化及び効率化に資する

ことを目的と規定するものであります。

第２条は、この条例で使用する用語の意義を定義したもので、このうち第３号の書面等

については、書面、書類、文書などの情報が記載された紙などをいいます。

第３条は、電子情報処理組織による申請等に関して規定するものでありまして、書面等

により行うこととしている申請等は、書面等に加え、電子情報処理組織を使用して行わせ

ることができることを規定するものです。

電子情報処理組織とは、町の電子計算機と申請者の電子計算機を電気通信回線で接続し

たものをいいます。

第４条は、電子情報処理組織による処分通知等に関して規定するものでありまして、書

面等により行うこととしている処分通知等は、書面等に加え、電子情報処理組織を使用し

て行うことができることを規定するものです。

第５条は、電磁的記録による縦覧等に関して規定するものでありまして、縦覧等は書面

等にかえて電磁的記録により行うことができることを規定するものです。

第６条は、電磁的記録による作成等に関して規定するものでありまして、作成等は書面

等にかえて電磁的記録により行うことができることを規定するものです。

第７条は、町の手続等に係る情報システム整備等の努力規定。

第８条は、電子情報処理組織の使用に関する状況の公表に関して規定するものです。

第９条は、委任に関して規定するものです。

附則としまして、第１項は、この条例は、平成２９年７月１日から施行するものです。

附則第２項及び第３項は、この条例の制定に伴いまして、遠軽町行政手続条例と遠軽町

情報公開条例の一部を改正するものであります。

改正の内容につきましては、参考資料の新旧対照表により御説明をいたしますので、次

のページをご覧願います。

遠軽町行政手続条例（抜粋）新旧対照表（附則第２項関係）であります。

第８条第１項中、添付書類の次に「その他の申請の内容」を加えます。また、第３３条

第４項第２号中、含む。）の次に、「又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人

の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子計算機によ

る情報処理の用に供されるものをいう。）」を加えます。

これらは、電子情報処理組織による申請等及び処分通知等で行ったケースも適用される
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ように改正するものであります。

続きまして、遠軽町情報公開条例（抜粋）新旧対照表（附則第３項関係）であります。

第８条第３項を次のように改めます。

３、実施機関は、文書、図面又は写真に記録されている公文書の公開にあっては、閲覧

又は写しの交付により、電磁的記録に記録されている公文書の公開にあっては、視聴、閲

覧、写しの交付でその種別を勘案して実施機関が別に定める方法により、公開するものす

る。これは、電磁的記録による作成等を可能とすることに伴い、公文書の公開において電

磁的記録そのものの公開を可能とするため、改正するものであります。

次のページ以降に、参考資料としてこの条例の施行規則を添付しておりますので御参照

願います。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

髙橋議員。

○１５番（髙橋義詔君） 済みません。あらあらはわかるのですけれども、電子的記録と

かという言葉があるのですけれども、具体的にどんなものを指して、何がどうなるのかと

いうことをちょっと具体的な何か例を示して、教えてほしいなと思うのですけれども、

ちょっとわからない。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 電磁的記録につきましては、例えばＣＤですとかＤＶＤ

ハードディスクなどの媒体などに記録されたものをいうことになります。

それから、具体的な例ということがございましたので、この条例が想定しているものと

いうことで、平成２９年７月に、マイナポータルを活用しました子育てワンストップサー

ビスが国により整備され開始されることになっております。この子育てワンストップサー

ビスは、妊娠、出産、育児等に係る国民の子育ての負担軽減を図るため、地方公共団体に

おける児童手当、保育、ひとり親支援、母子保健の子育て関連の手続についてインター

ネットを使用したオンラインによる申請を受け付け、また、地方公共団体から処分通知を

行うサービスということになっておりまして、当町でもこのサービスを実施する予定とし

ております。このサービスがスタートすることに伴いまして、オンライン申請などの情報

通信の技術を利用した電子的な手続等を可能とするための条例ということになっておりま

す。

以上でございます。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 冒頭に、この条例は町民の利便性の向上を図るということになっ

ていますが、具体的に、今までのいろいろな手続等、町民が窓口に来たときの手続等は変

わるのですか。それとも、さらに利便性がよくなるというのはどういうことなのか、



－ 25 －

《平成２９年３月７日》

ちょっと教えていただきたい。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 従来の紙による手続はそのまま残ります。選択肢として

電子的な申請も受け付けることが可能になるということになりますので、町民にとっては

選択肢が増えることによって利便性の向上が図れるというふうに考えております。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 電子的なという中身は、そうすると、手続が便利になるというこ

とは、自宅から手続ができるというようなことなのですか。わざわざここへ来なくてもい

いと。役場に来なくても、家から何かいろいろなことを連絡したり手続ができるというこ

となのでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） ただいまの御質問のとおり、自宅からインターネット回

線を通して申請が可能になるということです。

以上です。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

山谷議員。

○１１番（山谷敬二君） インターネットによる、よく言われるセキュリティーはどう

なっているのかなと。規則のほうでは、インターネットで利用する方法、閲覧ができるふ

うになっていることが書かれているのですが、それによって、ここら辺は分離しているの

かもしれないのだけれども、セキュリティー的なことはどうなっているかだけ聞かせてく

ださい。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 電子申請のセキュリティーにつきましては、申請する際

に電子署名、それから電子証明書を添付して申請をしていただくことを原則としておりま

すので、そのことによってセキュリティーが確保されているというふうに考えておりま

す。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 杉本議員。

○１７番（杉本信一君） 子育てのほうのワンストップサービスということで、今想定し

ているのは、それだけということなのですか。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 当面想定しているのは子育てワンストップサービスとい

うふうになりますけれども、この条例の制定を機に、それ以外の事務も検討をしていきた

いというふうに考えております。

以上です。
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○議長（前田篤秀君） 杉本議員。

○１７番（杉本信一君） せっかくそういういいことをするのだから、その辺をかみ砕い

て、将来的に何がしたいのかということをしっかりと説明でき得る範囲の中で、想定し得

る範囲の中でそういう説明をこの議場でしていただければ、我々ももっとわかりやすいの

ではないかな、最初からね。当然、条例ですから、日本語でずらずら並べてくるのはしよ

うがないことなのだろうとは思いますけれども、もう少しわかりやすくして、やっぱり一

番大事なことは何がしたいのかということをしっかりと伝えていただきたいというふうに

思います。

それともう１点、遠軽町はまだ手をつけていないですけれども、住民票ですとかああい

うものを、コンビニで受け取れるというサービスが今全国的にかなりの広がりを見せてい

るのですけれども、そちらのほうはまだ、このシステム導入と同時に推進していくことと

いうのはできないのでしょうかね。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 説明の仕方の部分については、今後改めていきたいとい

うふうに思います。

それから、住民票などのコンビニ交付、こちらにつきましては、マイナンバーカードを

利用した交付ということで全国的な広がりも見せてはおりますけれども、当然それに対す

る費用も相当かかるわけですので、今後、町民のニーズと費用とを考慮しながら検討して

いきたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 杉本議員。

○１７番（杉本信一君） 具体的にコンビニで交付するのに手数料等、当然中に入る業者

にとられるのでしょうけれども、それは大体、１件当たり幾らぐらいなのでしょうかね。

○議長（前田篤秀君） 鈴木情報管財課長。

○情報管財課長（鈴木 浩君） 申しわけありません。まだそこまで検討は進んでおりま

せん。

以上です。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、質疑を終わります。

お諮りします。

議案第２号遠軽町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定につい

ては、なお審査の必要があると思われますので、総務・文教常任委員会に付託し、会期中

の審査としたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。
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したがって、本案は、総務・文教常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定

しました。

────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第３号及び日程第７ 議案第１０号

○議長（前田篤秀君） 日程第６ 議案第３号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一

部改正について、日程第７ 議案第１０号遠軽町企業職員の給与の種類及び基準に関する

条例の一部改正について、以上議案２件は関連がありますので、一括して議題といたしま

す。

上程の順により提出者の説明を求めます。

舟木総務課長。

○総務課長（舟木淳次君） 議案第３号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

について御説明いたします。

地方公務員の育児休業等に関する条例の一部改正に伴い、本条例を定めるものです。

別紙をお開き願います。

遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。

改正の内容につきましては、参考資料の新旧対照表により御説明をいたします。

新旧対照表をお開き願います。

第２条の２につきましては、現行の「第２条の２」を「第２条の３」とし、第２条の次

に育児休業法第２条第１項の条例で定める者として、さまざまな事情により家族と暮らせ

ない子どもを一定期間自分の家庭で養育する里親、これを養育里親と言いますが、「養育

里親である職員に委託している子」を加え、育児休業に係る子の範囲を拡大するもので

す。

第３条につきましては、第１号の文言の整理を行うとともに、第２号では、条例で定め

る特別の事情として、「特別養子縁組の監護期間中の子」を加えるものです。

第１１条につきましては、第３条の改正に伴う文言の整理、第２２条は「を承認されて

いる職員」を「の承認を受けて勤務しない職員」などに文言を整理するものです。

別紙に戻りまして、附則として、平成２９年４月１日から施行することを規定していま

す。

以上で、議案３号の説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 議案第１０号遠軽町企業職員の給与の種類及び基準に関する

条例の一部改正について御説明いたします。

本案は、企業職員の給与等を改正するため、本条例を定めるものです。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例でありまし

て、改正の内容につきましては、次のページ、参考資料により御説明いたしますので、新
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旧対照表をご覧願います。

第５条、扶養手当につきましては、第２項第２号中「及び孫」を削り、第３号に「満２

２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫」を加えるなど、扶養親族の支

給対象区分の整理を行うものです。

第１７条、給与の減額につきましては、介護休暇を習得できる範囲を要介護者とし、介

護休暇の期間を職員の申し出に基づき、一つの要介護状態ごとに３回以下、かつ合計６か

月以下の範囲内で指定する期間に改正するとともに、習得できる期間に介護時間を加え、

職員が介護のため勤務しないことが相当である期間を連続する３年以下と定め、介護時間

の時間を１日につき２時間以下とし、介護時間を承認され勤務しなかった時間は無給とす

ることなどに改正するものです。

別紙に戻りまして、附則として、この条例は、平成２９年４月１日から施行するもので

あります。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、一括上程しました議案２件の質疑を行います。

質疑は、上程の順により各案件ごとに行います。

これより、議案第３号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、議案第３号の質疑終わります。

次に、議案第１０号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、議案第１０号の質疑終わります。

以上で、議案２件の質疑終わります。

これより、一括上程しました議案２件を採決いたします。

採決は、上程の順により各案件ごとに行います。

これより、議案第３号遠軽町職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてを採決

いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第１０号遠軽町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正につ

いてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第８ 議案第４号

○議長（前田篤秀君） 日程第８ 議案第４号遠軽町特別会計条例の一部改正についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

大堀財政課長。

○財政課長（大堀 聡君） 議案第４号遠軽町特別会計条例の一部改正について説明いた

します。

遠軽町特別会計条例の一部改正につきましては、公共用地先行取得事業に係る地方債の

償還が終了することに伴い、公共用地先行取得事業特別会計を廃止するため、遠軽町特別

会計条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めるものです。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町特別会計条例の一部を改正する条例につきましては、遠軽町特別会計条例の一部

を次のように改正するもので、改正の内容につきましては、参考資料により説明いたしま

す。

附則につきましては、この条例の施行期日を平成２９年４月１日とするものです。

次のページ、参考資料をお開き願います。

改正の内容につきましては、現行の第１条第５号の「公共用地先行取得事業特別会計」

を削るものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑終わります。

これより、議案第４号遠軽町特別会計条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第９ 議案第５号

○議長（前田篤秀君） 日程第９ 議案第５号遠軽町税条例等の一部改正行についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。
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会津税務課長。

○税務課長（会津靖朗君） 議案第５号遠軽町税条例等の一部改正について説明いたしま

す。

本案は、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法

及び地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律（平成２８年法律第８６

号）等の公布に伴い、本条例を定めるものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町税条例等の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきましては、参考

資料により説明いたしますので、７ページの次にあります遠軽町税条例等改正資料をお開

き願います。

この条例は２条立てでありまして、遠軽町税条例（平成１７年遠軽町条例第６０号）の

改正を第１条としております。

アの町民税の申告、第３６条の２第１項については、規定の整備でありまして、特定非

営利活動促進法の改正に伴い、「仮認定特定非営利活動法人」を「特例認定特定非営利活

動法人」に名称を変更する規定の整備であります。施行年月日は、特定非営利活動促進法

の一部を改正する法律の施行日、平成２９年４月１日から施行するものであります。

附則、イの個人の町民税の住宅借入金等特別税額控除、第７条の３の２第１項について

は、適用期限の延長でありまして、住宅ローン減税措置について控除対象となる家屋の居

住年の期限を平成３３年まで２年延長し、同様に税額控除の適用期限を平成４３年度まで

２年間延長するものであります。施行年月日は、公布の日から施行するものであります。

以下の改正規定につきましても、同じく公布の日から施行するものであります。

遠軽町税条例等の一部を改正する条例（平成２８年遠軽町条例第１２号）の改正を第２

条といたしまして、ウの軽自動車税の税率の特例、第１条中附則第１６条については、一

定の環境性能を有する軽４輪車等のグリーン化特例（軽課）の１年延長に係る規定の整備

であります。

関連条文がありますので、次に、キの軽自動車税に関する経過措置（新設）、附則第３

条の２について説明いたします。

この改正規定は、軽自動車税のグリーン化特例（軽課）の１年延長に係る経過措置とし

て、平成２９年度課税分について適用する規定を整備するものであります。

戻りまして、エの第１条の２は、新設の規定でありまして、法人町民税において地域間

の税源の偏在性を是正し、財政力格差の縮小に向け、地方交付税原資化を進めるため、法

人税割の税率を１２.１％から８.４％に引下げる時期及び自動車取得税を廃止し、軽自動

車税においてグリーン化機能を維持・強化する環境性能割の導入時期が変更になったこと

に伴う規定の整備であります。

オの施行期日、附則第１条については、ただいま説明いたしました法人町民税の法人税

割の税率引下げの時期及び軽自動車税の環境性能割の導入時期が平成２９年４月１日から
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平成３１年１０月１日になったことに伴い、施行期日を変更するものであります。

カの町民税に関する経過措置、附則第２条の２については、法人税割の税率引下げが対

象になる法人町民税は、平成３１年１０月１日以後に開始する事業年度分の法人の町民税

について適用する規定の整備であります。

クの軽自動車税に関する経過措置、附則第４条第１項については、軽自動車税の環境性

能割は平成３１年１０月１日以後の軽４輪車等の所得に適用期日を変更し、同条第２項に

ついては、種別割は平成２９年度から平成３２年度以後の年度に適用年度を変更する規定

の整備であります。

以上で、議案第５号の説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第５号遠軽町税条例等の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１０ 議案第６号

○議長（前田篤秀君） 日程第１０ 議案第６号遠軽町手数料条例の一部改正についてを

議題といたします。

提出者の説明を求めます。

金沢建設課長。

○建設課長（金沢一彦君） 議案第６号遠軽町手数料条例の一部改正について御説明いた

します。

本案は、建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令の一部改正に伴い、省令より引

用する条項の整備を図るため、本条例の一部を改正するものです。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町手数料条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきましては、参

考資料により御説明いたしますので、次のページ、新旧対照表をお開き願います。

別表第９、第１項第３号中「第８条第１号イ（１）」を「第１０条第１号イ（１）」

に、第４号中「第８条第１号イ（２）」を「第１０条第１号イ（２）」に、第３項第３号

中「第８条第１号イ（１）」を「第１０条第１号イ（１）」に、第４号中「第８条第１号

イ（２）」を「第１０条第１号イ（２）」に改めるものです。

別紙に戻りまして、附則として、この条例は、平成２９年４月１日から施行するもので
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す。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第６号遠軽町手数料条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１１ 議案第７号

○議長（前田篤秀君） 日程第１１ 議案第７号遠軽町保健福祉サービス事業条例の一部

改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

小谷保健福祉課長。

○保健福祉課長（小谷英充君） 議案第７号遠軽町保健福祉サービス事業条例の一部改正

について御説明いたします。

本案は、介護保険法第１１５条の４５第１項の規定による介護予防・日常生活支援総合

事業の実施に伴い、介護予防・生活支援事業を見直すため、本条例を定めるものです。

別紙をお開き願います。

遠軽町保健福祉サービス事業条例の一部を改正する条例。

遠軽町保健福祉サービス事業条例（平成１７年遠軽町条例第９８号）の一部を次のよう

に改正する。

別紙の内容を省略いたしまして、参考資料により御説明いたしますので、次のページ、

遠軽町保健福祉サービス事業条例新旧対照表をお開き願います。

第２条中「第１号及び第２号」を削り、「第３号」を「第１号」とし、第４号から第６

号までを２号ずつ繰り上げる。第３条中「第１号及び第２号」を削り、「第３号」を「第

１号」とし、第４号から第６号までを２号ずつ繰り上げる。第４条第１号中「から第３号

まで」を削り、第４条第２号中「第２条第４号」を「第２条第２号」に改め、同条第３号

中「第２条第５号」を「第２条第３号」に改め、同条第４号中「第２条第６号」を「第２

条第４号」に改める。

別表第１、第７条の規定による手数料中、生きがい活動支援通所事業及び生活管理指導

員派遣事業に関する各欄を削る。

別紙に戻りまして、附則としまして、この条例は、平成２９年４月１日から施行する。
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以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第７号遠軽町保健福祉サービス事業条例の一部改正についてを採決いた

します。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１２ 議案第８号

○議長（前田篤秀君） 日程第１２ 議案第８号遠軽町介護保険条例の一部改正について

を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

小谷保健福祉課長。

○保健福祉課長（小谷英充君） 議案第８号遠軽町介護保険条例の一部改正について御説

明いたします。

本案は、消費税率の引き上げの延期に伴い、低所得の第１号被保険者における介護保険

料の軽減を継続するため、本条例を定めるものです。

別紙をお開き願います。

遠軽町介護保険条例の一部を改正する条例。

遠軽町介護保険条例（平成１７年遠軽町条例第１２４号）の一部を次のように改正す

る。

別紙の内容を省略いたしまして、参考資料により御説明いたしますので、次のページ、

遠軽町介護保険条例新旧対照表をお開き願います。

第２条第２項中「平成２８年度」を「平成２９年度」に改める。

別紙に戻りまして、附則としまして、この条例は、平成２９年４月１日から施行する。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第８号遠軽町介護保険条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１３ 議案第９号

○議長（前田篤秀君） 日程第１３ 議案第９号遠軽町町営住宅管理条例の一部改正につ

いてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

金沢建設課長。

○建設課長（金沢一彦君） 議案第９号遠軽町町営住宅管理条例の一部改正について御説

明いたします。

本案は、寡婦住宅の廃止に伴い、本条例の一部を改正するものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町町営住宅管理条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきまして

は、参考資料により御説明いたしますので、次のページ、新旧対照表をお開き願います。

目次中「第７章寡婦住宅の管理（第６７条－第７２条）」を「第７章削除」に改めるも

のです。

次に、第２条第１項中「、一般公共賃貸住宅及び寡婦住宅」を「及び一般公共賃貸住

宅」に改めるものです。

次に、「第７章寡婦住宅の管理」を「第７章削除」に改め、「第６７条から第７２条ま

で削除」するものです。

次に、第７９条第２項中「別表第３」を「別表第２」に改めるものです。

次に、「別表第２」を削り、「別表第３」を「別表第２」とするものです。

別紙に戻りまして、附則として、この条例は、公布の日から施行するものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第９号遠軽町町営住宅管理条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１４ 議案第１１号
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○議長（前田篤秀君） 日程第１４ 議案第１１号遠軽町水道事業及び下水道事業の設置

等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 議案第１１号遠軽町水道事業及び下水道事業の設置等に関す

る条例の一部改正について御説明いたします。

本案は、遠軽町簡易水道事業を遠軽町水道事業に統合するため、本条例の一部を改正す

るものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例でありまし

て、改正の内容につきましては、次のページ参考資料により御説明いたしますので、新旧

対照表をご覧願います。

現行、第１条第１項中「及び遠軽町簡易水道事業」を削除するものです。

次に、第２条第２項第１号、遠軽町水道事業と第２号遠軽町簡易水道事業を合わせ、第

１号給水区域とし、ア全部の区域とイ一部の区域に集約し、第２号、給水人口を２万３,

６６０人とし、第３号、一日最大給水量を１万２,６７３立方メートルとするものです。

別紙に戻りまして、附則として、この条例は、北海道知事の認可の日から施行するもの

であります。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第１１号遠軽町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改

正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１５ 議案第１２号

○議長（前田篤秀君） 日程第１５ 議案第１２号遠軽町個人情報保護条例及び遠軽町個

人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正についてを議題といたしま

す。

提出者の説明を求めます。

鈴木情報管財課長。



－ 36 －

《平成２９年３月７日》

○情報管財課長（鈴木 浩君） 議案第１２号遠軽町個人情報保護条例及び遠軽町個人番

号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について御説明いたします。

本案は、個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、本条例を定めるもので

あります。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町個人情報保護条例及び遠軽町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条

例の一部を改正する条例。

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、以下番号法

と省略させていただきますが、番号法の改正により条文の繰り下げなどがあったことに伴

いまして、番号法を引用しております遠軽町個人情報保護条例と遠軽町個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正するものであります。

この条例は、全２条の構成でありまして、第１条は、遠軽町個人情報保護条例の一部改

正について、第２条は、遠軽町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部改正について規定するものであります。

改正の内容につきましては、参考資料の新旧対照表により御説明をいたしますので、次

のページをお開き願います。

遠軽町個人情報保護条例（抜粋）新旧対照表（第１条関係）であります。

第２条第５号中、第２項の次に「（これらの規定を番号法第２６条において準用する場

合を含む。）」を加えます。

第３６条第２項中「又は情報提供者」を「若しくは情報提供者又は同条第８号に規定す

る条例事務関係情報照会者若しくは条例事務関係情報提供者」に改め、第２項の次に

「（これらの規定を番号法第２６条において準用する場合を含む。）」を加えます。

第３７条第２項第１号中「第２８条」を「第２９条」に改めます。

次のページをお開き願います。

遠軽町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例（抜粋）新旧対照表（第２

条関係）であります。

第１条及び第５条第１項中「第１９条第９号」を「第１９条第１０号」に改めます。

別紙に戻っていただきまして、附則として、この条例は、平成２９年５月３０日から施

行するものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第１２号遠軽町個人情報保護条例及び遠軽町個人番号の利用及び特定個
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人情報の提供に関する条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

１時まで、昼食のため、暫時休憩します。

午後 ０時００分 休憩

──────────────

午後 ０時５８分 再開

○議長（前田篤秀君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１６ 議案第１３号から日程第２１ 議案第１８号

○議長（前田篤秀君） 日程第１６ 議案第１３号平成２８年度遠軽町一般会計補正予算

（第１２号）、日程第１７ 議案第１４号平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）、日程第１８ 議案第１５号平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正予

算（第２号）、日程第１９ 議案第１６号平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特別会計

補正予算（第１号）、日程第２０ 議案第１７号平成２８年度遠軽町水道事業会計補正予

算（第４号）、日程第２１ 議案第１８号平成２８年度遠軽町下水道事業会計補正予算

（第２号）、以上議案６件は関連がありますので、一括して議題とします。

上程の順により、提出者の説明を求めます。

大堀財政課長。

○財政課長（大堀 聡君） 議案第１３号平成２８年度遠軽町一般会計補正予算（第１２

号）について説明いたします。

平成２８年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）につきましては、既定の歳入歳出予

算の総額から歳入歳出それぞれ３,４１８万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

１７８億６,４０５万円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたします。

継続費の変更は、「第２表継続費補正」により説明いたします。

繰越明許費の追加は、「第３表繰越明許費補正」により説明いたします。

地方債の追加、廃止及び変更は、「第４表地方債補正」により説明いたします。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から説明いたします。

１３款使用料及び手数料につきましては、１項使用料を３９６万７,０００円減額し、

総額を４億４,１９９万８,０００円とするものです。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金を１,２８０万５,０００円減額、２

項国庫補助金に９,３２２万円を追加し、総額を１５億３,６８６万９,０００円とするも
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のです。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金を２４５万６,０００円減額、２項道補

助金を９,０５３万２,０００円減額、３項委託金を１３５万８,０００円減額し、総額を

１２億２,７２９万２,０００円とするものです。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入を１０８万１,０００円減額し、総

額を４,４４６万３,０００円とするものです。

１７款寄附金につきましては、１項寄附金に１,５９３万５,０００円を追加し、総額を

４,２４１万９,０００円とするものです。

１８款繰入金につきましては、１項基金繰入金を１,２４６万３,０００円減額し、総額

を５億７,９８０万３,０００円とするものです。

２０款諸収入につきましては、５項雑入を１,３９７万８,０００円減額し、総額を２億

６,５４５万５,０００円とするものです。

２１款町債につきましては、１項町債を４７０万円減額し、総額を３２億７,６７０万

円とするものです。

これによりまして、歳入合計１７８億９,８２３万５,０００円から３,４１８万５,００

０円を減額し、総額を１７８億６,４０５万円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。次のページをお開き願います。

２款総務費につきましては、１項総務管理費を１,３９９万８,０００円減額、５項統計

調査費を１３４万９,０００円減額し、総額を３１億５,８２２万５,０００円とするもの

です。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費を２９０万４,０００円減額、２項児童福

祉費を１,８０２万１,０００円減額し、総額を２８億８,５１５万３,０００円とするもの

です。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費に７０万１,０００円を追加、２項清掃費

を７,１６０万５,０００円減額し、総額を１５億５,１６４万９,０００円とするもので

す。

６款農林水産業費につきましては、１項農業費を８,１９９万円減額、２項林業費を１,

７９２万８,０００円減額し、総額を１１億５,８２９万３,０００円とするものです。

７款商工費につきましては、１項商工費を３２３万６,０００円減額し、総額を４億４,

２８１万５,０００円とするものです。

８款土木費につきましては、１項土木管理費を２７万９,０００円減額、２項道路橋

りょう費に４,２５１万円を追加、３項河川費を４３万２,０００円減額、４項都市計画費

に２,４４６万８,０００円を追加、５項下水道費を１億３,３２８万３,０００円減額、６

項住宅費に１億７,７６３万６,０００円を追加し、総額を２７億４,０２５万６,０００円

とするものです。

９款消防費につきましては、１項消防費を３,１２９万円減額し、総額を７億２,１０４
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万７,０００円とするものです。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費を２９０万９,０００円減額、２項小学

校費に１億２,９３９万７,０００円を追加、３項中学校費を３５万円減額、５項社会教育

費に３００万円を追加、６項保健体育費を３,２３２万３,０００円減額し、総額を２２億

６,６８７万４,０００円とするものです。

これによりまして、歳出合計１７８億９,８２３万５,０００円から３,４１８万５,００

０円を減額し、総額を歳入歳出同額の１７８億６,４０５万円とするものです。

次に、第２表、継続費補正について説明いたします。

２款総務費１項総務管理費、（仮称）えんがる町民センター建設基本・実施設計業務委

託、８款土木費２項道路橋りょう費、向遠軽開拓道路道路改良工事の総額及び年割額をそ

れぞれ変更するものです。

次のページをお開き願います。

次に、第３表、繰越明許費補正について説明いたします。

２款総務費１項総務管理費、旧武利小学校改修等事業２,１３７万４,０００円、（仮

称）えんがる町民センター建設事業２億７,４８４万４,０００円、３項戸籍住民基本台帳

費、通知カード・個人番号カード事業１６４万６,０００円、６款農林水産業費１項農業

費、麦乾燥調製貯蔵施設整備事業７億５,９３７万５,０００万円、道営草地整備事業２,

７３５万円、８款土木費２項道路橋りょう費、東２線道路防雪事業５,０００万円、４項

都市計画費、３・６・９岩見通道路改良舗装事業５,６００万円、６項住宅費、ふくろ団

地公営住宅建設事業１億９,８００万円、１０款教育費２項小学校費、生田原小学校耐震

改修事業８,１４３万円、安国小学校耐震改修事業５,２１８万円につきましては、年度内

の支出を見込めないことから、翌年度に繰り越して使用することができる経費とするもの

です。

次に、第４表、地方債補正について説明いたします。

地方債の追加につきましては、生田原小学校耐震改修事業７,４１０万円、安国小学校

耐震改修事業４,０３０万円を追加するものです。起債の方法、利率、償還の方法は、そ

れぞれ記載のとおりです。

地方債の廃止につきましては、地方公共交通事業１,８００万円を廃止するものです。

次のページをお開き願います。

地方債の変更につきましては、道の駅整備事業から麦乾燥調製貯蔵施設整備事業までの

１４事業について、限度額をそれぞれ変更するものです。起債の方法、利率、償還の方法

は、それぞれ補正前と変更はありません。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を省略いたしまして、歳出から説明いたし

ます。

１４ページをお開き願います。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、特別職人件費１０万円の減額につきまして
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は、負担金の率の確定により職員共済組合追加費用負担金を減額するものです。職員人件

費１,３９７万２,０００円の減額につきましては、職員の人事異動に伴う負担金率の確定

等により給料手当及び共済組合負担金をそれぞれ補正するものです。

２目文書広報費、広報紙発行事業１２５万４,０００円の減額につきましては、執行見

込みにより印刷製本費を減額するものです。

５目財産管理費、財産管理一般経費２,０９５万２,０００円につきましては、事業費の

確定により丸瀬布ふれあいセンター屋根改修工事及び白滝地域遊具等撤去工事をそれぞれ

減額、マウレ・メモリアル・ミュージアムのリニューアルに伴い、旧武利小学校改修等工

事２,１３７万４,０００円を計上するものです。

６目企画費、企画一般経費３,１７１万４,０００円の減額につきましては、事業費の確

定等により岩見通南２丁目補償費算定業務委託料、（仮称）えんがる町民センター建設基

本・実施設計業務委託料、旧遠軽中央病院解体工事実施設計業務委託料、ロックバレース

キー場附帯施設撤去工事、用地購入費、物件移転補償金をそれぞれ減額、執行見込みによ

り遠軽高等学校通学者等助成金、大型免許等資格取得支援事業助成金、貸切バス利用事業

補助金をそれぞれ減額するものです。

８目交通対策費、交通安全施設整備事業１８１万５,０００円の減額につきましては、

事業費の確定により遠軽地域生活安全灯改修工事、瀬戸瀬地区交通安全施設改修工事、生

田原地域生活安全灯改修工事、白滝地域生活安全灯改修工事をそれぞれ減額するもので

す。

紋別空港利用対策事業１９万９,０００円につきましては、執行見込みにより紋別空港

利用促進協議会負担金２０５万１,０００円を追加、紋別空港利用促進助成金１８５万２,

０００円を減額するものです。

１０目自治振興費、地域集会施設管理事業１２万９,０００円の減額につきましては、

事業費の確定により白滝ふれあいセンター屋根塗装工事を減額するものです。

１１目電算管理費、電算システム維持管理事業２００万円の減額につきましては、執行

見込みにより情報通信線維持工事を減額するものです。

１５目基金運営費、基金運営事業１,５８３万５,０００円につきましては、指定寄附金

１６件、１４４万６,３６９円、ふるさと納税寄附金１,０９１件、１,４３８万８,０００

円によりまちづくり振興基金積立金を追加するものです。

５項統計調査費１目統計調査総務費、各種調査事業１３４万９,０００円の減額につき

ましては、事業費の確定により調査員報酬、普通旅費、消耗品費、食糧費、通信運搬費を

それぞれ減額するものです。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、国民健康保険事業８万２,０００円の

減額につきましては、国民健康保険特別会計予算の補正に伴い、国民健康保険特別会計繰

出金を減額するものです。

介護保険事業２５５万８,０００円の減額につきましては、介護保険特別会計予算の補
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正に伴い、介護保険特別会計繰出金を減額するものです。

３目高齢者福祉費、高齢者のりもの乗車助成事業５９万３,０００円につきましては、

利用者の増加によりのりもの乗車負担金を追加するものです。

５目社会福祉施設費、母子通園センター管理事業８５万７,０００円の減額につきまし

ては、執行見込みにより臨時職員賃金を減額するものです。

２項児童福祉費１目児童福祉総務費、子ども･子育て支援事業１,８０２万１,０００円

の減額につきましては、対象児童の減少により施設型給付費負担金１,５０２万１,０００

円、サービス利用の減少により一時預かり事業補助金３００万円を減額するものです。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費につきましては、財源の振り替えです。

４目環境衛生費、環境衛生一般経費７５万円につきましては、飲料水ボーリング工事等

に係る飲料水確保事業補助金を計上するものです。

上水道事業の推進４万９,０００円の減額につきましては、水道事業会計予算の補正に

伴い、水道事業会計繰出金を減額するものです。

２項清掃費１項清掃総務費、リサイクル推進事業４３３万２,０００円の減額につきま

しては、執行見込みにより遠軽地区広域組合衛生負担金を減額するものです。

２目塵芥処理費、ごみ処理場管理事業６,７２７万３,０００円の減額につきましては、

執行見込みにより遠軽地区広域組合衛生負担金を減額するものです。

６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、農業関係団体助成事業１億４６６万５,

０００円の減額につきましては、執行見込みにより麦乾燥調製貯蔵施設整備事業補助金を

減額するものです。

農業担い手対策事業１５０万円の減額につきましては、補助対象者の減少により青年就

農給付金事業補助金を減額するものです。

６目農業施設費、公共牧場管理事業２,４１７万５,０００円につきましては、国の補正

予算による北海道の事業の一部前倒しに伴い、道営草地整備事業負担金を追加するもので

す。

２項林業費１目林業振興費、鳥獣被害防止対策事業１,０３７万円の減額につきまして

は、国の補助金の確定により鳥獣捕獲報償金８６７万円を減額、エゾシカの捕獲頭数の減

少により手数料１７０万円を減額するものです。

町有林整備事業３５１万７,０００円の減額につきましては、執行見込みにより臨時職

員賃金９０万円、その他保険料５０万円を減額、造林事業請負費２１１万７,０００円を

減額するものです。

森林整備地域活動支援対策事業８０万円の減額につきましては、事業費の確定により森

林整備地域活動支援交付金を減額するものです。

林業振興一般経費３２４万１,０００円の減額につきましては、執行見込みにより嘱託

職員報酬１７０万６,０００円、報酬職分社会保険料３３万４,０００円、講師謝礼金１０

万８,０００円、費用弁償２９万３,０００円を減額、北海道の補助金の確定により遠軽地
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区森林組合助成金８０万円を減額するものです。

７款商工費１項商工費１目商工業振興費、商工業融資利子補給事業９２万６,０００円

につきましては、予算に不足が見込まれるため、町融資利子及び保証料補助金を追加する

ものです。

商工会議所・商工会助成事業６９万７,０００円の減額につきましては、執行見込みに

より商工会運営費補助金を減額するものです。

５目観光施設費、生田原温泉ホテルノースキング管理事業１８７万３,０００円の減額

につきましては、事業費の確定により生田原コミュニティセンター改修工事を減額するも

のです。

森林公園いこいの森管理事業１５９万２,０００円の減額につきましては、昨年８月の

災害による施設閉鎖等により臨時職員賃金５８万円、費用弁償１９万７,０００円、手数

料８１万５,０００円を減額するものです。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、土木総務一般経費２７万９,０００円の減

額につきましては、車両購入に係る事業費の確定により備品購入費６３万４,０００円減

額、日本通運株式会社遠軽支店跡地の一部貸し付けにより土地開発基金操出金３５万５,

０００円を追加するものです。

２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費、道路台帳整備事業４４万６,０００円の

減額につきましては、事業費の確定により道路台帳等補正業務委託料を減額するもので

す。

道路橋りょう総務一般経費８０万円の減額につきましては、事業費の確定により町道用

確測量業務委託料を減額するものです。

２目道路橋りょう維持費、道路橋りょう維持事業９５万円の減額につきましては、車両

購入に係る事業費の確定により備品購入費を減額するものです。

除雪対策事業８,８２７万円につきましては、除排雪経費に不足が見込まれるため、道

路除排雪業務委託料６,３４４万８,０００円、機械借上料２,４８２万２,０００円を追加

するものです。

３目道路橋りょう新設改良費、道路新設改良事業４,３５６万４,０００円の減額につき

ましては、事業費の確定等により東２線道路（防雪柵）補償費算定業務委託料、福路３９

号線通境界標埋設業務委託料、南ヶ丘４号通用確測量業務委託料、南１丁目中通用確測量

業務委託料、生田原北光線用確測量業務委託料、福路３９号線通道路改良舗装工事、生田

原北光線待避所設置工事、東２線道路防雪工事（防雪柵）、市街地４０号道路改良舗装工

事、向遠軽開拓道路道路改良工事、用地購入費、市街地４０号４０号線踏切拡幅工事負担

金、物件移転補償金をそれぞれ減額するものです。

３項河川費１目河川総務費、河川維持管理事業４３万２,０００円の減額につきまして

は、事業費の確定により御園川河川維持業務委託料を減額するものです。

４項都市計画費１目都市計画総務費、地籍整備事業６９９万６,０００円の減額につき
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ましては、事業費の確定により地籍調査事業業務委託料、地籍調査事業永久杭埋設業務委

託料をそれぞれ減額するものです。

２目街路事業費、街路新設改良事業４,４１４万円の追加につきましては、事業費の確

定により３・４・３役場通交通バリアフリー歩道整備工事及び道路改良附帯工事をそれぞ

れ減額、事業費の確定及び国の補正予算により３・６・９岩見通道路改良舗装工事４,９

０９万５,０００円を追加するものです。

３目公園費、公園緑地維持管理事業１,２６７万６,０００円の減額につきましては、事

業費の確定により生田原河畔公園トイレ建設工事、生田原河畔公園あずまや建設工事、生

田原河畔公園トイレ解体工事をそれぞれ減額するものです。

５項下水道費１目公共下水道費、下水道事業の推進１億３,３２８万３,０００円の減額

につきましては、個別排水処理事業特別会計予算の補正に伴い、個別排水処理事業特別会

計繰出金４３２万５,０００円を減額、下水道事業会計予算の補正に伴い、下水道事業会

計繰出金１億２,８９５万８,０００円を減額するものです。

６項住宅費１目住宅管理費、町営住宅維持管理事業６３６万５,０００円の減額につき

ましては、事業費の確定により西区第２団地公営住宅屋根塗装工事、町営住宅火災警報器

更新工事をそれぞれ減額するものです。

２目住宅建設費、町営住宅建設事業１億８,４００万１,０００円につきましては、事業

費の確定によりふくろ団地公営住宅設計業務委託料、住生活基本計画・長寿命化計画策定

業務委託料、水谷団地公営住宅解体工事、学田団地公営住宅解体工事、寡婦住宅解体工

事、生野団地公営住宅解体工事、新町第２号団地公営住宅解体工事、やまなみ団地公営住

宅外構工事、学校通団地公営住宅大規模改修工事をそれぞれ減額、事業費の確定及び国の

補正予算によりふくろ団地公営住宅建設工事１億９,０２１万７,０００円を追加するもの

です。

９款消防費１項消防費１目消防費、広域組合運営事業３,１２９万円の減額につきまし

ては、執行見込みにより遠軽地区広域組合消防負担金を減額するものです。

１０款教育費１項教育総務費２目事務局費、教育委員会事務局一般経費２０７万６,０

００円の減額につきましては、児童生徒数の増加に伴う道費負担事務職員の配置により嘱

託職員報酬１７７万６,０００円、報酬職分社会保険料３０万円を減額するものです。

３目教育振興費、スクールバス運行事業９３万３,０００円の減額につきましては、事

業費の確定によりスクールバス等運転業務委託料を減額するものです。

奨学資金貸付事業１０万円につきましては、指定寄附により奨学資金貸付基金繰出金を

追加するものです。

２項小学校費２目教育振興費、小学校特別支援教育支援員配置事業５０万円の減額につ

きましては、執行見込みにより費用弁償を減額するものです。

要保護・準要保護児童援助事業６８万９,０００円につきましては、対象者の増加によ

り就学援助費を追加するものです。
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３目学校建設費、小学校建設事業１億２,９２０万８,０００円につきましては、事業費

の確定により生田原小学校外５校グラウンド整備工事、小学校遊具設置工事、東小学校大

規模改修工事、生田原小学校放送設備更新工事をそれぞれ減額、国の補助金の追加により

生田原小学校耐震改修工事監理業務委託料１３３万円、安国小学校耐震改修工事監理業務

委託料１４８万円、生田原小学校耐震改修工事８,０１０万円、安国小学校耐震改修工事

５,０７０万円を計上するものです。

３項中学校費２目教育振興費、中学校特別支援教育支援員配置事業３５万円の減額につ

きましては、執行見込みにより費用弁償を減額するものです。

５項社会教育費１目社会教育総務費、社会教育各種大会参加費補助事業３００万円につ

きましては、遠軽高等学校吹奏楽局の全国大会出場に係る社会教育振興補助金を追加する

ものです。

６項保健体育費２目体育施設費、球技場管理運営事業３,２３２万３,０００円の減額に

つきましては、事業費の確定により（仮称）スポーツ広場整備工事及び（仮称）スポーツ

広場トイレ建設工事をそれぞれ減額するものです。

次に、歳入について説明いたします。

１０ページをお開き願います。

１３款使用料及び手数料１項使用料５目商工使用料３９６万７,０００円の減額につき

ましては、丸瀬布森林公園いこいの森使用料及び丸瀬布林鉄機関車軌道使用料は、昨年８

月の災害による施設閉鎖に伴う減額です。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１,２８０万５,０００円の減額

につきましては、対象児童の減少による施設型給付費負担金の減額です。

２項国庫補助金２目民生費国庫補助金１００万円の減額につきましては、サービス利用

の減少による一時預かり事業補助金の減額です。

５目土木費国庫補助金７,５２７万円につきましては、道路改良事業交付金は事業費の

確定及び事業の追加による減額、街路事業交付金は事業費の確定及び事業費の追加による

追加、地域住宅交付金は事業費の確定による減額、地域居住機能再生推進事業補助金は事

業費の確定及び事業の追加による追加です。

６目教育費国庫補助金１,８９５万円につきましては、生田原小学校及び安国小学校の

耐震改修工事に係る学校施設環境改善交付金です。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金１３２万４,０００円につきまして

は、施設型給付費負担金の追加です。

３目土木費道負担金３７８万円の減額につきましては、事業費の確定による地籍調査事

業費負担金の減額です。

２項道補助金２目民生費道補助金１００万円の減額につきましては、サービス利用の減

少に係る一時預かり事業補助金の減額です。

３目衛生費道補助金１９０万円の減額につきましては、遠軽地域医療対策連携会議に係
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る事業費の確定による地域づくり総合交付金の減額です。

４目農林水産業費道補助金８,７６３万２,０００円の減額につきましては、青年就農給

付金事業補助金は補助対象者の減少による減額、産地パワーアップ事業補助金は麦乾燥調

製貯蔵施設整備に係る事業費の執行見込みによる減額、森林環境保全整備事業補助金は造

林事業請負費の執行見込みによる減額、森林整備地域活動支援交付金は事業費の確定によ

る減額です。

３項委託金１目総務費委託金１３５万８,０００円の減額につきましては、事業費の確

定による各種統計調査委託金の減額です。

１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１０８万１,０００円の減額につき

ましては、町有地貸付料は日本通運株式会社遠軽支店跡地の一部貸し付けによる追加、教

職員住宅貸付料は入居者の減少による減額です。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金１５４万７,０００円につきましては、まちづ

くり振興資金として９件、９５万１,３６９円、社会福祉振興資金として５件、３８万

円、教育振興資金として２件、１１万５,０００円、奨学資金として１件、１０万円の指

定寄附をいただいたものです。

３目ふるさと納税寄附金１,４３８万８,０００円につきましては、１,０９１件のふる

さと納税寄附金をいただいたものです。

１８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は、１,２４６万３,０００円の減

額です。

２０款諸収入５項雑入６目雑入１,３９７万８,０００円の減額につきましては、えんが

る球技場整備事業に係るスポーツ振興くじ助成金の減額です。

２１款町債１項町債１目総務債４,０９０万円の減額につきましては、道の駅整備事業

債は事業費の確定による追加、生活安全灯整備事業債及び福祉センター建替事業債は事業

費の確定による減額、地域公共交通事業債は財源の振り替えによる減額です。

２目衛生債４,７００万円の減額につきましては、地域医療対策事業債は財源の振り替

えによる減額、ごみ焼却施設整備事業債は事業費の確定による減額です。

４目商工債１８０万円の減額につきましては、事業費の確定による生田原コミュニティ

センター改修事業債の減額です。

５目土木債２,７６０万円につきましては、道路新設改良事業債は事業費の確定による

減額、街路整備事業債は事業費の追加及び事業費の確定による追加、公園整備事業債は事

業費の確定による減額、公営住宅建設事業債は事業の追加及び事業費の確定による追加で

す。

６目消防債１,７８０万円の減額につきましては、事業費の確定による消防車両整備事

業債の減額です。

７目教育債９,６２０万円につきましては、東小学校大規模改修事業債は事業費の確定

による減額、生田原小学校耐震改修事業債及び安国小学校耐震改修事業債は事業の追加に
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よる追加、体育施設整備事業債はえんがる球技場の整備に係る事業費の確定による減額で

す。

９目農林水産業債２,１００万円の減額につきましては、執行見込みによる麦乾燥調製

貯蔵施設整備事業債の減額です。

なお、補正予算の主な工事の概要につきましては、赤番４、工事関係資料により担当か

ら説明をいたします。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 只野丸瀬布総合支所長。

○丸瀬布総合支所長（只野博之君） それでは、赤番４の工事関係説明資料の１ページを

お開き願います。

このたび補正予算に計上させていただきました旧武利小学校改修等工事の概要を説明い

たします。

一つは、既設屋根改修でございまして、雨漏りやすが漏れの原因になっている老朽化し

た集合煙突の撤去、屋根の軒先部分である破風の修繕、板金が劣化している屋根の全面改

修でございます。屋根面積は約８８０平米ございます。

二つ目は、多目的トイレ新設で、既設校舎の１階玄関部分に設置いたします。

三つ目は、既存の和式トイレの男女各１基を洋式化するものです。

四つ目は、手すりが変形するなど老朽化が著しい２階から１階への非常階段の改修で

す。

五つ目が、図で斜線を引いてございます旧木造校舎の解体でございます。この古い木造

校舎は、昭和２２年建築の旧分岐小中学校を昭和３９年に移築したもので、今年築７０年

になる老朽化した建物です。木造平屋建てで、面積は４０９平米でございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 金沢建設課長。

○建設課長（金沢一彦君） 続きまして、建設課所管に係る工事概要について御説明いた

します。

２ページをお開き願います。

東２線道路防雪工事（防雪柵）で、平成２４年度からの継続事業でございます。国の大

型補正に伴う工事で、延長１０５メートル、２.５メートルの片側歩道防雪柵一式でござ

います。

３ページは、３・６・９岩見通道路改良舗装工事で、平成２５年度からの継続事業でご

ざいます。国の大型補正に伴う工事で、延長１６５メートル、２.５メートルの両側歩道

の改良舗装を実施するものでございます。今回の工事で、道道遠軽雄武線までの完成とな

ります。

４ページをお開き願います。

ふくろ団地公営住宅建設工事の配置図でございます。平成２６年度からの継続事業でご
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ざいまして、ふくろ団地Ｅ棟、木造平屋建て１棟４戸、延べ床面積３４８平方メートル、

ふくろ団地Ｆ棟、木造平屋建て１棟４戸、延べ床面積３２１平方メートル及び外構工事で

ございます。

５ページがＥ棟平面図、６ページがＥ棟立面図、７ページがＦ棟平面図、８ページがＦ

棟立面図でございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 大貫教育部総務課長。

○教育部総務課長（大貫雅英君） 続きまして、９ページをご覧願います。

生田原小学校耐震改修工事でございまして、体育館等の工事概要につきましては、耐震

補強で屋根ブレースの増設と側面中間桁梁の補強、内装改修で床の改修とバスケットゴー

ル板の取替を、体育館平屋部分の屋根の改修と、ＬＥＤ照明設備の改修、換気設備の改修

でございます。

次に、校舎等につきましては、小荷物専用昇降機の改修と内部防火戸の改修、暖房設備

の改修を行うものでございます。

次に、次のページをご覧願います。

安国小学校耐震改修工事でございまして、体育館等の工事概要につきましては、耐震補

強で屋根ブレースの増設と側面中間桁梁の補強を、内装改修で床の改修とバスケットゴー

ル板の取替を、ＬＥＤ照明設備の改修と換気設備の改修でございます。

次に、校舎等につきましては、耐震補強で鉄筋コンクリート耐震壁の新設でございま

す。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） 議案第１４号平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）について御説明いたします。

平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定の

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３,３９１万６,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２７億３,４７７万３,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたします。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から説明いたします。

３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金に３５万５,０００円を追加し、総額

を５億１,６７６万３,０００円とするものです。

６款道支出金につきましては、１項道負担金に３５万５,０００円を追加し、総額を１

億３,５０３万９,０００円とするものです。

７款共同事業交付金につきましては、１項共同事業交付金を３,４５４万５,０００円減

額し、総額を５億５,４９９万７,０００円とするものです。
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９款繰入金につきましては、１項他会計繰入金を８万２,０００円減額し、総額を３億

７,９６２万３,０００円とするものです。

１０款繰越金につきましては、１項繰越金に１,０００円を追加し、総額を７９５万２,

０００円とするものです。

これによりまして、歳入合計２７億６,８６８万９,０００円から３,３９１万６,０００

円を減額し、総額を２７億３,４７７万３,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。

次のページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費を８万２,０００円減額し、総額を４,１１

１万６,０００円とするものです。

７款共同事業拠出金につきましては、１項共同事業拠出金を３,３８３万４,０００円減

額し、総額を５億８,５０３万６,０００円とするものです。

これによりまして、歳出合計２７億６,８６８万９,０００円から３,３９１万６,０００

円を減額し、総額を歳入歳出同額の２７億３,４７７万３,０００円とするものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を省略いたしまして、歳出から説明いたし

ます。

８ページをお開き願います。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費８万２,０００円は、職員の人事異動及び執

行精査による職員人件費の減額です。

７款共同事業拠出金１項共同事業拠出金１目高額医療費共同事業拠出金１４２万１,０

００円は、高額医療費共同事業医療費拠出金の確定による負担金の追加です。

２目保険財政共同安定化事業拠出金３,５２５万５,０００円は、保険財政共同安定化事

業医療費拠出金の確定による負担金の減額です。

次に、歳入について説明いたします。

戻りまして、６ページをお開き願います。

３款国庫支出金１項国庫負担金２目高額医療費共同事業負担金３５万５,０００円は、

医療費拠出金の確定による高額医療費共同事業負担金の追加です。

６款道支出金１項道負担金１目高額医療費共同事業負担金３５万５,０００円は、医療

費拠出金の確定による高額医療費共同事業負担金の追加です。

７款共同事業交付金１項共同事業交付金１目高額医療費共同事業交付金７１万円は、医

療費拠出金の確定による高額医療費共同事業交付金の追加です。

２目保険財政共同安定化事業交付金３,５２５万５,０００円は、医療費拠出金の確定に

よる保険財政共同安定化事業交付金の減額です。

９款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８万２,０００円は、その他一般会計

繰入金の減額です。

１０款繰越金１項繰越金１目繰越金１,０００円は、前年度繰越金の追加です。
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以上で、議案第１４号の説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小谷保健福祉課長。

○保健福祉課長（小谷英充君） 議案第１５号平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正

予算（第２号）について御説明いたします。

平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定の歳入

歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,２９３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１７億３,０９０万９,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１款介護保険料につきましては、１項介護保険料を１,１３９万円減額し、総額を２億

９,２０６万９,０００円とするものです。

６款道支出金につきましては、１項道負担金に１９４万円を追加し、総額を２億４,２

６５万６,０００円とするものです。

８款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金を２５５万８,０００円減額、２項基

金繰入金に６３９万円を追加し、総額を２億６,７１３万９,０００円とするものです。

９款繰越金につきましては、１項繰越金に２,８５４万９,０００円を追加し、総額を

３,０８７万５,０００円とするものです。

これによりまして、歳入合計１７億７９７万８,０００円に２,２９３万１,０００円を

追加し、総額を１７億３,０９０万９,０００円とするものです。

次に、歳出について御説明いたします。

次のページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費から２５５万８,０００円を減額し、総額

を４,１６１万７,０００円とするものです。

２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費に２,２４３万９,０００円、

２項高額介護サービス等費に２０５万円、３項高額医療合算介護サービス等費に１００万

円をそれぞれ追加し、総額を１６億２,９２３万３,０００円とするものです。

これによりまして、歳出合計１７億７９７万８,０００円に２,２９３万１,０００円を

追加し、総額を１７億３,０９０万９,０００円とするものです。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を省略いたしまして、歳出から御説明いた

します。

８ページをお開き願います。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、職員人件費２５５万８,０００円は、人事

異動及び執行精査による減額でありまして、給料並びに職員手当等及び共済費をそれぞれ

減額するものです。
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２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目介護サービス等給付費、介護サービス等給

付費２,２４３万９,０００円は実績見込み精査に伴う追加でありまして、居宅介護サービ

ス等給付費に１,５００万円追加、地域密着型介護サービス等給付費を２,５００万円減

額、施設介護サービス等給付費に２,４５０万円追加、居宅介護サービス等計画給付費に

７９３万９,０００円の追加であります。

２項高額介護サービス等費１目高額介護サービス等費、高額介護サービス等費２０５万

円につきましては、実績見込み精査に伴う追加であります。

３項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス等費、高額医療合算

介護サービス等費１００万円につきましては、実績見込み精査に伴う追加であります。

次に、歳入について御説明いたします。

６ページをお開き願います。

１款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料１,１３９万円につきまして

は、加入者の変動による保険料の減額であります。

６款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金１９４万円につきましては、平成２７

年度介護サービス等給付費の実績精査に伴う介護給付費負担金の過年度分の追加でありま

す。

８款繰入金１項一般会計繰入金４目その他一般会計繰入金２５５万８,０００円につき

ましては、人事異動に伴う職員給与費等一般会計繰入金の減額であります。

２項基金繰入金１目介護給付準備基金繰入金６３９万円につきましては、保険料減額に

伴う介護給付準備基金繰入金の追加であります。

９款繰越金１項繰越金１目繰越金２,８５４万９,０００円につきましては、介護サービ

ス等給付費の実績見込み精査及び保険料減額に伴う前年度繰越金の追加であります。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） 議案第１６号平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特

別会計補正予算（第１号）について説明いたします。

平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４,４９６万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５,４６０万５,０００円とするものです。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたします。

地方債の変更につきましては、「第２表地方債補正」により説明します。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から説明いたします。

１款分担金及び負担金につきましては、１項分担金を７５万円減額し、総額を７５万円

とするものです。

３款繰入金につきましては、１項他会計繰入金を４３２万５,０００円減額し、総額を
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６７１万円とするものです。

４款繰越金につきましては、１項繰越金に３１万５,０００円を追加し、総額を３１万

６,０００円とするものです。

６款町債につきましては、１項町債を４,０２０万円減額し、総額を４,５６０万円とす

るものです。

これによりまして、歳入合計９,９５６万５,０００円から４,４９６万円減額し、総額

を５,４６０万５,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。

次のページをお開き願います。

１款個別排水処理費につきましては、１項個別排水処理費を４,４９６万円減額し、総

額を５,２３３万８,０００円とするものです。

これによりまして、歳出合計９,９５６万５,０００円から４,４９６万円を減額し、総

額を歳入歳出同額の５,４６０万５,０００円とするものです。

次に、第２表、地方債補正について説明いたします。

３ページをご覧願います。

個別排水処理施設整備事業につきましては、事業の執行精査により限度額を８,５８０

万円から４,５６０万円に変更するものであります。

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を省略いたしまして、歳出から説明いたし

ます。

９ページをお開き願います。

１款個別排水処理費１項個別排水処理費１目一般管理費３８万円は、一般管理事業の執

行精査により手数料３８万円を減額するものです。

２目個別排水処理施設整備費４,４５８万円は、執行精査により浄化槽設置工事設計業

務委託料２３１万６,０００円、浄化槽設置工事費４,２２６万４,０００円をそれぞれ減

額するものです。

次に、歳入について御説明いたします。

戻りまして、７ページをお開き願います。

１款分担金及び負担金１項分担金１目排水処理費分担金７５万円は、事業執行精査によ

る個別排水受益者分担金の減額です。

３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４３２万５,０００円は、事業執行精

査により一般会計繰入金の減額です。

４款繰越金１項繰越金１目繰越金３１万５,０００円は、前年度繰越金の追加です。

６款町債１項町債１目個別排水処理事業債４,０２０万円は、事業執行精査による起債

の減額です。

以上で、議案第１６号の説明を終わります。
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○議長（前田篤秀君） 久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 議案第１７号平成２８年度遠軽町水道事業会計補正予算（第

４号）について御説明いたします。

第２条は、平成２８年度遠軽町水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正するものです。

収入につきましては、第１款水道事業収益第１項営業収益を４万９,０００円減額し、

総額を５億５,５４２万５,０００円とするものです。

支出につきましては、第１款水道事業費用第１項営業費用５９８万５,０００円減額

し、総額を５億８３１万４,０００円とするものです。

第３条は、予算第４条本文括弧書中「１億９,２２４万４,０００円」を「１億８,７７

３万３,０００円」に、「３,６４３万１,０００円」を「３,０６８万４,０００円」に、

「１,４８４万１,０００円」を「１,６０７万７,０００円」に改め、資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正するものです。

収入につきまして、第１款資本的収入第１項企業債を７,６８０万円減額、第２項国庫

補助金を２０２万２,０００円減額、第４項工事負担金を２,７０６万５,０００円減額、

第５項分担金を７万２,０００円増額し、総額を８億１,６４１万７,０００円とするもの

です。

支出につきまして、第１款資本的支出第１項建設改良費を１億１,０３２万６,０００円

減額し、総額を１０億４１５万円とするものです。

第４条は、予算第５条の企業債の表中、上水道整備事業の限度額「１億３,６００万

円」を「６,２００万円」に、簡易水道整備事業の限度額「５億４,５１０万円」を「５億

４,２３０万円」に改めるものです。

次のページ、第５条は、予算第７条に定めた職員給与費「８,９２０万３,０００円」を

「８,３２１万８,０００円」に改めるものです。

次のページをご覧願います。

１ページから２ページは実施計画、３ページはキャッシュ・フロー計算書、４ページか

ら５ページは予定貸借対照表でありまして、説明は省略させていただきます。

次に６ページ、補正予算明細により説明いたします。

収益的収入及び支出の収入につきまして、１款水道事業収益１項営業収益２目他会計負

担金４万９,０００円の減額は、一般会計繰入金の執行精査によるものです。

支出につきましては、１款水道事業費用１項営業費用１目原水及び浄水費１５万円の減

額は、共済組合負担率の変更によるものです。

２目配水及び給水費３万７,０００円の減額は、共済組合負担率の変更によるもので

す。

３目総係費５７９万８,０００円の減額は、１節給料から７節法定福利費引当金繰入額

まで人事異動に伴う人件費の精査及び共済組合負担率の変更によるものです。
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資本的収入及び支出の収入につきましては、１款資本的収入１項企業債１目企業債７,

６８０万円の減額は、国道３３３号豊里送水管布設工事及び道道丸瀬布上渚滑線導水管仮

設工事の中止によるものです。

２項国庫補助金１目国庫補助金２０２万２,０００円の減額は、簡易水道等施設整備補

助工事の精査によるものです。

４項工事負担金１目工事負担金２,７０６万５,０００円の減額は、工事中止による水道

管移設補償金の精査によるものです。

５項分担金１目分担金７万２,０００円の増額は、給水装置工事の新設に伴い追加した

ものです。

支出につきましては、１款資本的支出１項建設改良費１目拡張費５,７３６万２,０００

円の減額は、簡易水道浄水場建設工事外、執行精査によるものです。

２目配水管布設費５,２９６万４,０００円の減額は、水道管布設替工事の執行精査によ

るものです。

以上で説明を終わります。

引き続き、議案第１８号平成２８年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て御説明いたします。

第２条は、平成２８年度遠軽町下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正するものです。

収入につきましては、第１款下水道事業収益第２項営業外収益に１０４万２,０００円

追加し、総額を１１億７万８,０００円とするものです。

支出につきましては、第１款下水道事業費用第１項営業費用を４０６万８,０００円減

額し、総額を９億４,０３４万３,０００円とするものです。

第３条は、予算第４条の本文括弧書中「３億５,６１８万５,０００円」を「３億５,１

３７万６,０００円」に、「５,９２８万６,０００円」を「５,４４７万７,０００円」に

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものです。

収入につきましては、第１款資本的収入第１項企業債に９,８６０万円追加、第２項国

庫補助金を４,１６９万４,０００円減額、第３項他会計補助金を１億３,０００万円減

額、第４項工事負担金を１,１００万円減額し、総額を７億５,３９７万円とするもので

す。

支出につきましては、第１款資本的支出第１項建設改良費から８,８９０万３,０００円

減額し、総額を１１億５３４万６,０００円とするものです。

第４条は、予算第５条の債務負担行為の表中、遠軽下水処理センターコントロールセン

ター等の更新工事委託の限度額「３億４,５００万円」を「３億２,４００万円」に改める

ものです。

第５条は、予算第６条の企業債の表中、公共下水道整備事業の限度額「３億３,０１０

万円」を「４億２,８７０万円」に改めるものです。
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第６条は、予算第８条に定めた職員給与費「５,７３５万円」を「５,３２８万２,００

０円」に改めるものです。

第７条は、予算第９条に定めた他会計からの補助金「５億７,３１０万４,０００円」を

「４億４,４１４万６,０００円」とするものです。

次のページをお開き願います。

１ページから２ページは実施計画、３ページはキャッシュ・フロー計算書、４ページは

債務負担行為に関する調書、５ページから６ページは予定貸借対照表でありまして、説明

は省略させていただきます。

次に７ページ、補正予算明細により説明いたします。

収益的収入及び支出の収入につきましては、１款下水道事業収益２項営業外収益１目他

会計補助金１０４万２,０００円の増額は、一般会計繰入基準の追加によるものです。

支出につきましては、１款下水道事業費用１項営業費用１目管渠費３９５万６,０００

円の減額、２目処理場費４万円の減額、３目総係費７万２,０００円の減額は、人事異動

に伴う人件費精査及び共済組合負担率の精査によるものです。

８ページ、資本的収入及び支出の収入につきましては、１款資本的収入１項企業債１目

企業債９,８６０万円の追加は、下水道区域の拡大に伴い公共下水道工事の財源を下水道

事業債に振り替えたものです。

２項国庫補助金１目国庫補助金４,１６９万４,０００円の減額は、下水道事業交付金の

執行精査によるものです。

３項他会計補助金１目他会計補助金１億３,０００万円の減額は、下水道区域の拡大に

伴う財源の変更によるものです。

４項工事負担金１目工事負担金１,１００万円の減額は、いわね団地１号通下水道工事

取りやめによるものです。

支出につきましては、１款資本的支出１項建設改良費１目管渠整備費８,５６０万２,０

００円の減額は、公共下水道管渠設計調査業務委託及び公共下水道管渠工事等の執行精査

によるものです。

２目処理場整備費３００万９,０００円の減額は、遠軽下水処理センターのコントロー

ルセンター等更新工事委託の執行精査によるものです。

３目固定資産取得費２９万２,０００円の減額は、下水道施設用地購入費の執行精査に

よるものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、一括上程しました議案６件の質疑を行います。

質疑は、上程の順により各案件ごとに行います。

これより、議案第１３号平成２８年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）の質疑を行

います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、
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歳出より各款ごとに行います。

２款総務費、１４ページから１９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、３款民生費、２０ページから２３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、４款衛生費、２４ページから２７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、６款農林水産業費、２８ページから３１ページ。

杉本議員。

○１７番（杉本信一君） ちょっと教えていただきたいのですけれども、麦乾施設に関す

る農業関係団体助成事業の中で、麦乾施設の事業補助金が減額で１億４００万円、先ほど

の財政のほうの説明では執行見込みにより、これは国の補助金が減ったことでということ

なのですか。ちょっと私、この中身がわからないのですけれども、どういう経緯でこうい

うふうになったのか。

○議長（前田篤秀君） 澤口農政林務課長。

○農政林務課長（澤口浩幸君） ただいまの御質問でありますけれども、減額につきまし

ては、入札による執行残による減額でございまして、その分の補助金を今回減額補正する

ものでございます。

以上です。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、７款商工費、３２ページから３３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、８款土木費、３４ページから４５ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、９款消防費、４６ページから４７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、１０款教育費、４８ページから５７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、２、歳入に入ります。

１３款使用料及び手数料、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、１４款国庫支出金、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、１５款道支出金、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（前田篤秀君） なければ、１６款財産収入、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、１７款寄附金、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、１８款繰入金、１０ページから１３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、２０款諸収入、１２ページから１３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、２１款町債、１２ページから１３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、第２表、継続費補正、３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、第３表、繰越明許費補正、４ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、第４表、地方債補正、５ページから６ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１３号の質疑を終わります。

次に、議案第１４号平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の質

疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款総務費、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、７款共同事業拠出金、１０ページから１１ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、２、歳入に入ります。

３款国庫支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、６款道支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、７款共同事業交付金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、９款繰入金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、１０款繰越金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１４号の質疑を終わります。

次に、議案第１５号平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第２号）の質疑を

行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款総務費、８ページから９ページ。

○議長（前田篤秀君） なければ、２款保険給付費、１０ページから１５ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、２、歳入に入ります。

１款介護保険料、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、６款道支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、８款繰入金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、９款繰越金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１５号の質疑を終わります。

次に、議案第１６号平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款個別排水処理費、９ページから１０ページ。

稲場議員。

○４番（稲場仁子君） 施設整備費なのですけれども、当初予算のおよそ半額近く減額さ

れているのですが、この要因というのは個別排水、浄化槽の設置を希望する町民が少な

かったということなのでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） ただいまの御質問ですが、今回、平成２８年度につき

ましては申し込みが１６件ということで、おおむね半分ということで終了したところでご

ざいます。

○議長（前田篤秀君） 稲場議員。

○４番（稲場仁子君） 希望する方については、工事は全部できているということなので

すね。以前に、希望者を募るというか、実施するに当たって、地域的にある程度まとまっ

た中でやっていきたいというような説明があったように記憶しているのですが、例えば募

集するに当たっては、そういう条件とかは、今回はどこどこの地区、例えば生田原に関し



－ 58 －

《平成２９年３月７日》

ては平成２８年度から対象になりましたけれども、生田原この地域とかというような、そ

ういうような希望の集め方というのはしているのですか。それとも、全域的に条件なしで

募集しているのでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） ただいまの御質問ですけれども、地域的にまとまって

というのは、工事を発注するときにある程度まとめて発注したいというこちらの希望もご

ざいまして、そういう説明をさせていただきましたが、募集に関しましては、どこどこの

地域を限定とかということではなく、全町対象として引き続き行っていきたいと思ってい

ます。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、２、歳入に入ります。

１款分担金及び負担金、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、３款繰入金、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、４款繰越金、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） なければ、６款町債、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、第２表、地方債補正、３ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１６号の質疑を終わります。

次に、議案第１７号平成２８年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）の質疑を行い

ます。

質疑は、実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、予定貸借対照表を省略して、補正

予算明細により行います。

収益的収入及び支出、６ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、資本的収入及び支出、７ページ。

稲場議員。

○４番（稲場仁子君） 済みません。資本的収入及び支出のところで、工事の中止による

減額という説明があったと思うのですが、そこのところを申しわけないですが、もう一度

ちょっと説明をお願いしたいのですが。

○議長（前田篤秀君） 久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 工事費の減額なのですが、国道３３３号線の送水管布設工事
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が国道の補償工事として平成２８年度計画しておりましたけれども、開発のほうのスケ

ジュール等もありまして、翌年、平成２９年度に繰り延べたということで、平成２８年度

の予算は落としたということで中止したということでしています。

○議長（前田篤秀君） 稲場議員。

○４番（稲場仁子君） そうすると、この事業自体がなくなったということではなくて、

年度を改めてやると。平成２９年度の当初予算の中で組まれている部分がそうだという解

釈でよろしいですか。

○議長（前田篤秀君） 久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 今言った国道と、あと丸瀬布の道道の上渚滑線の分も同じよ

うに道工事の補助工事で、その２か所が繰り延べたということで、また新年度に計上する

という形になっております。

○議長（前田篤秀君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１７号の質疑を終わります。

次に、議案第１８号平成２８年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第２号）の質疑を行

います。

質疑は、実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、予定貸借対照表を省略して、補正

予算明細により行います。

収益的収入及び支出、７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 次に、資本的収入及び支出、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） これをもって、議案第１８号の質疑を終わります。

以上で、議案６件の質疑を終わります。

これより、一括上程しました議案６件を採決いたします。

採決は、上程の順により各案件ごとに行います。

これより、議案第１３号平成２８年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）を採決いた

します。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１４号平成２８年度遠軽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採

決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１５号平成２８年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決い

たします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１６号平成２８年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

を採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１７号平成２８年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）を採決いたし

ます。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１８号平成２８年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第２号）を採決いた

します。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

２時半まで暫時休憩します。

午後 ２時１６分 休憩

──────────────

午後 ２時３０分 再開

○議長（前田篤秀君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第２２ 議案第１９号から日程第２８ 議案第２５号

○議長（前田篤秀君） 日程第２２ 議案第１９号平成２９年度遠軽町一般会計予算、日

程第２３ 議案第２０号平成２９年度遠軽町国民健康保険特別会計予算、日程第２４ 議

案第２１号平成２９年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算、日程第２５ 議案第２２号
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平成２９年度遠軽町介護保険特別会計予算、日程第２６ 議案第２３号平成２９年度遠軽

町個別排水処理事業特別会計予算、日程第２７ 議案第２４号平成２９年度遠軽町水道事

業会計予算、日程第２８ 議案第２５号平成２９年度遠軽町下水道事業会計予算、以上、

議案７件は関連がありますので、一括して議題とします。

上程の順により、提出者の説明を求めます。

大堀財政課長。

○財政課長（大堀 聡君） 議案第１９号平成２９年度遠軽町一般会計予算について説明

いたします。

平成２９年度遠軽町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１５５億８,８００万円とするものです。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

説明いたします。

債務負担行為は、「第２表債務負担行為」により説明いたします。

地方債は、「第３表地方債」により説明いたします。

一時借入金は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による借入れの最高額を２５億

円と定めるものです。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算の歳入から説明いたします。

１款町税につきましては、１項町民税９億８,２１６万８,０００円、２項固定資産税７

億９,３７１万８,０００円、３項軽自動車税５,０５７万円、４項たばこ税１億６,７５１

万２,０００円、５項入湯税２９３万８,０００円、６項都市計画税９,７５５万９,０００

円を合わせ、総額を２０億９,４４６万５,０００円とするものです。

２款地方譲与税につきましては、１項地方揮発油譲与税５,０００万円、２項自動車重

量譲与税１億２,０００万円を合わせ、総額を１億７,０００万円とするものです。

３款利子割交付金につきましては、１２０万円とするものです。１項同額です。

４款配当割交付金につきましては、５００万円とするものです。１項同額です。

５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、２５０万円とするものです。１項同額で

す。

６款地方消費税交付金につきましては、３億６,０００万円とするものです。１項同額

です。

７款自動車取得税交付金につきましては、２,５００万円とするものです。１項同額で

す。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、４００万円とするもので

す。１項同額です。

９款地方特例交付金につきましては、７００万円とするものです。１項同額です。

１０款地方交付税につきましては、７０億５,０００万円とするものです。１項同額で
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す。

１１款交通安全対策特別交付金につきましては、２５７万円とするものです。１項同額

です。

１２款分担金及び負担金につきましては、１項分担金９０万円、２項負担金１億２,７

４３万６,０００円を合わせ、総額を１億２,８３３万６,０００円とするものです。

１３款使用料及び手数料につきましては、１項使用料３億６,２８２万２,０００円、２

項手数料６,２７３万３,０００円を合わせ、総額を４億２,５５５万５,０００円とするも

のです。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金５億２,２８２万３,０００円、２項

国庫補助金６億２,５７８万２,０００円、３項委託金３５９万３,０００円を合わせ、総

額を１１億５,２１９万８,０００円とするものです。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金４億１,２１１万９,０００円、２項道補

助金１億５,０２４万４,０００円、３項委託金３,４０１万円を合わせ、総額を５億９,６

３７万３,０００円とするものです。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入３,２７１万６,０００円、２項財産

売払収入３４７万１,０００円を合わせ、総額を３,６１８万７,０００円とするもので

す。

１７款寄附金につきましては、３,０００円とするものです。１項同額です。

１８款繰入金につきましては、５億９,３２３万９,０００円とするものです。１項同額

です。

１９款繰越金につきましては、５,０００万円とするものです。１項同額です。

２０款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料６０万２,０００円、２項

町預金利子２１万円、３項貸付金元利収入２,２７０万９,０００円、４項受託事業収入１

００万円、５項雑入１億６,１７２万３,０００円を合わせ、総額を１億８,６２４万４,０

００円とするものです。

２１款町債につきましては、２６億９,８１３万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計を１５５億８,８００万円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。

１款議会費につきましては、８,７２８万１,０００円とするものです。１項同額です。

２款総務費につきましては、１項総務管理費２９億６,９４２万１,０００円、２項徴税

費２,０１０万３,０００円、３項戸籍住民基本台帳費９４９万４,０００円、４項選挙費

１,６４７万２,０００円、５項統計調査費７１万４,０００円、６項監査委員費２０６万

５,０００円を合わせ、総額を３０億１,８２６万９,０００円とするものです。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費２１億７,９１７万円、２項児童福祉費７

億１,６０６万７,０００円を合わせ、総額を２８億９,５２３万７,０００円とするもので

す。
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４款衛生費につきましては、１項保健衛生費４億６,４５２万５,０００円、２項清掃費

１６億４,４１３万円を合わせ、総額を２１億８６５万５,０００円とするものです。

５款労働費につきましては、５,０４１万６,０００円とするものです。１項同額です。

６款農林水産業費につきましては、１項農業費２億７,３３９万７,０００円、２項林業

費１億３,９１４万９,０００円を合わせ、総額を４億１,２５４万６,０００円とするもの

です。

７款商工費につきましては、４億５,１０６万９,０００円とするものです。１項同額で

す。

８款土木費につきましては、１項土木管理費５８１万３,０００円、２項道路橋りょう

費１３億２,０１３万３,０００円、３項河川費１,２１２万９,０００円、４項都市計画費

１億９１６万８,０００円、５項下水道費５億５７１万１,０００円、６項住宅費４億８,

４７１万２,０００円を合わせ、総額を２４億３,７６６万６,０００円とするものです。

９款消防費につきましては、７億１,６９１万９,０００円とするものです。１項同額で

す。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費１億４,１６７万６,０００円、２項小学

校費１億７,５８８万４,０００円、３項中学校費１億５,５８４万４,０００円、４項学校

給食費２億３,１５７万４,０００円、５項社会教育費１億７,９６３万２,０００円、６項

保健体育費３億２,４７１万１,０００円を合わせ、総額を１２億９３２万１,０００円と

するものです。

１１款災害復旧費につきましては、４,９００万円とするものです。１項同額です。

１２款公債費につきましては、２１億４,１６２万１,０００円とするものです。１項同

額です。

１３款予備費につきましては、１,０００万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計を１５５億８,８００万円とし、歳入歳出同額とするもの

です。

次に、第２表、債務負担行為について説明いたします。

債務負担行為につきましては、中核農業者応援資金利子補給の期間を平成２９年度から

平成３３年度、限度額を１,２３４万９,０００円とするものです。

次に、第３表、地方債について説明いたします。

地方債につきましては、道の駅整備事業から臨時財政対策債まで、限度額の総額を２６

億９,８１３万円とするものです。

起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりです。

なお、主要な工事の概要につきましては、赤番８、工事関係説明資料書により担当から

説明いたします。

その他の事業につきましては、赤番７、事業別予算説明書を御参照願います。

以上で説明を終わります。
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○議長（前田篤秀君） 斉藤企画課参事。

○企画課参事（斉藤隆雄君） それでは、お手元にお配りしております、平成２９年度遠

軽町予算に関する資料、赤番８の図面に基づきまして御説明させていただきます。

１ページをお開きください。

（仮称）えんがる町民センター建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、旧遠軽中央病院解体工事で、鉄筋コンクリート造及び鉄骨造５階建て、

地下１階の３棟が一体になっている建物の解体撤去をするものです。

次に、２ページは、遠軽道の駅建設事業の位置図でございまして、３ページは、その事

業箇所の拡大図でございます。

図面右側の図面番号①は、遠軽道の駅大型車庫建設工事で、大型車庫１棟の４９６平方

メートルの建設と、番号②は、その外構工事で、外構整備一式でございます。また、図面

③は、ロックバレースキー場倉庫解体工事で、既存倉庫３棟の解体撤去でございます。

なお、関連図面は、４ページは大型車庫の平面図、５ページは立面図でございまして、

６ページは外構整備工事の造成計画断面図をそれぞれ添付しておりますので、お目通し願

います。

以上で、企画関係の説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） 同じく赤番８、７ページから９ページの交通安全施設

整備事業につきまして説明いたします。

生活安全灯の改修につきましては、水銀灯からＬＥＤ灯に改修することにより、省エネ

ルギーの推進や維持費の削減に加え、交通安全の推進及びマイマイガ等虫が寄りつきづら

いものであることから、平成２５年度より整備を進めているところであります。

７ページでございますが、遠軽地域の生活安全灯改修工事につきましては、大通北５丁

目北見日産自動車前から大通北８丁目ホクレン給油所前の国道沿いに設置の２灯型水銀灯

１７基をＬＥＤにするものです。

次のページは、生田原地域の生活安全灯改修工事の位置図です。

安国小学校付近から大和住宅付近の国道沿いに設置の２灯型水銀灯４１基、１灯型９基

をそれぞれＬＥＤ灯に改修するものです。

９ページは、白滝地域の改修工事位置図です。

中央区、南区、西区の住宅地のある町道沿いの２１基の水銀灯をＬＥＤ灯に改修し、６

基を撤去するものであります。

なお、白滝地域については、平成２９年度で中心部の改修整備は終了することとなりま

す。

以上で、生活安全灯改修工事の説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 村上白滝総合支所長。

○白滝総合支所長（村上裕和君） 高齢者総合生活福祉センター改修工事について御説明
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いたします。引き続き１０ページ、１１ページをお開きください。

１０ページは、高齢者総合生活福祉センター改修工事位置図、１１ページは施設平面図

となっております。

高齢者総合生活福祉センターは、デイサービスセンター、ヘルパーステーション、生活

支援ハウス等複合型社会福祉施設として平成１２年度開館しております。平成２７年４月

の消防法改正により、社会福祉施設等へのスプリンクラー設置が義務付けされたことか

ら、施設全体において施設の改修とあわせて老朽化した電気設備をＬＥＤ化に改修し、利

用者が安全・安心して利用できる施設とするものであります。

工事内容としまして、機械設備改修は、パッケージ型自動消火設備３基、スポット型感

知器４３８個、放出口４７９個を設置いたします。また、電気設備改修については、５０

５灯の照明をＬＥＤ化とするものでございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小谷保健福祉課長。

○保健福祉課長（小谷英充君） 続きまして、資料１２ページをご覧ください。

デイサービスセンターひまわり空調設備改修工事の位置図であります。

面積７７７平方メートルであります。デイサービスセンターひまわりは、平成１２年度

に設置され、現在、毎日２０名以上の方が御利用になっておりますが、夏季など外気温が

上昇した際には体調を崩される方がいらっしゃったことから、空調設備２台を設置するも

のです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 伊藤商工観光課長。

○商工観光課長（伊藤雅彦君） 続きまして、商工観光課所管の５款労働費にかかる工事

について御説明申し上げます。１３ページをお開き願います。

遠紋地域人材開発センター実習棟等改修工事についてであります。

工事箇所につきましては、遠軽町岩見通北１０丁目でありまして、位置図に①と表示し

ている箇所であります。

工事内容といたしましては、実習棟２棟と渡り廊下の屋根が建築後相当の年数が経過し

ており、雨漏り防止対策として１,４１８.１平米のトタンを張り替えるものであります。

また、地下重油タンクにつきましては、危険物等の規制に関する規則等によりまして、既

存の地下貯蔵タンク１基を埋め立てるとともに、地上に灯油タンク２基を新設するもので

ございます。さらに、施設内の暖房設備であります蒸気を漏らさずに水のみを排出する部

品スチームトラップを５０か所中３７か所の部品の交換を行うものであります。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 澤口農政林務課長。

○農政林務課長（澤口浩幸君） 続きまして、１４ページをお開き願います。

小規模土地改良事業、野上地区農地保全対策工事の位置図であります。
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図面番号①、２林班川は道路横断施設の関係が小さいことから飲み込めず、融雪時や大

雨のたびに越水し、隣接する畑に被害を及ぼす原因となっているため、関係の大きなボッ

クスカルバート、Ｂ幅３.５メートル、Ｈ高さ２メートル、Ｌ長さ９メートルに設置替え

し、越水を防ぐものです。あわせて上下流をカゴマット、Ｈ高さ２.５メートルにより護

岸するものです。

続いて、１５ページをご覧願います。

同じく小規模土地改良事業、上白滝地区農地保全対策工事の位置図であります。

図面番号①、上白滝１の沢川についても、昨年の台風による大雨被害などの際に道路横

断施設が小さく飲み込めず、隣接の農地に被害を及ぼしたことから、関係の大きなボック

スカルバート、Ｂ＝３メートル、Ｈ＝２メートル、Ｌ＝１４メートルに設置替えし、越水

を防ぐものです。あわせて上下流をカゴマット、Ｈ＝２.５メートルにより護岸するもの

です。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 伊藤商工観光課長。

○商工観光課長（伊藤雅彦君） 続きまして、商工観光課所管の７款商工費に係る工事に

ついて一括して御説明申し上げます。

１６ページをお開き願います。

太陽の丘えんがる公園公設グラウンドフェンス整備工事についてであります。

工事箇所につきましては、遠軽町西町１丁目でありまして、位置図に実線で示している

箇所であります。本工事の施工に当たりましては、平成２６年度と平成２８年度の２か年

で大型遊具を設置したことに伴いまして子どもさんの量が大変多くなっており、保護者か

ら危険防止を求める意見があったため、町道と公園敷地の境界にフェンスを設置するもの

であります。工事内容につきましては、点線で表示している既存のフェンス５２メートル

を撤去し、実線で表示している区間に擬木のチェーン付きフェンス１００メートルを新た

に整備するものであります。

次に、１７ページは、豊里観光案内板修繕工事についてであります。

工事箇所につきましては、遠軽町豊里でありまして、位置図に丸印で表示している箇所

であります。工事内容につきましては、コスモス園の写真を掲載している観光案内板の板

面が日差し等により劣化しているため、板面の両面張り替えを行うものであります。

次に、１８ページは、生田原コミュニティセンター浄化槽設備改修工事についてであり

ます。

工事箇所につきましては、ホテルノースキング敷地内でありまして、位置図に①と表示

している箇所でございます。工事内容につきましては、浄化槽のマンホール枠の腐食が進

んでおり、一部の箇所についてはふたを支える部材が欠落している箇所もありますことか

ら、危険防止のため、劣化しているふたの交換を含めて１２か所の改修を行うものであり

ます。
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次に、１９ページは、生田原木のおもちゃワールド館トイレ乳幼児用椅子設置工事につ

いてであります。

工事内容につきましては、来館者の要望によりまして、男子・女子トイレ、多目的トイ

レの３か所に１台ずつ乳幼児用の椅子を設置するものでございます。

次に、２０ページにつきましては、丸瀬布ふるさと公園施設改修工事についてでありま

す。

工事内容といたしましては、①の木芸館改修工事については、来館者の利便性向上を図

るため、現在土足禁止となっている施設内の床をフローリングからタイルカーペットに変

更し、土足で入館できるようにするものでございます。あわせて、休憩機能の向上を図る

ため、新たに一部小上がりを設置するものであります。

②のトイレ３３３屋上防水工事につきましては、雨漏り防止対策として、屋上ウレタン

防水を実施するものでございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 金沢建設課長。

○建設課長（金沢一彦君） 続きまして、建設課所管に係る工事概要について御説明いた

します。

２１ページをご覧ください。

遠軽地域の道路橋りょう維持事業の位置図でございます。

図面番号①の東町西芭露間道路共和橋長寿命化工事は、生田原川にかかる共和橋の橋台

・橋脚のひび割れ、伸縮装置からの漏水に対処するため実施するものです。

図面番号②の中通排水整備工事は、移設トラフが一部破損するなど劣化が著しく、歩行

者等の通行に支障があるため、延長７０メートルの両側について排水整備を実施するもの

です。

２２ページは、生田原地域の道路橋りょう維持事業の位置図でございます。

図面番号①の生田原５号線中央橋長寿命化工事は、生田原川にかかる中央橋の鋼橋桁の

塗装塗りかえ、橋台・橋脚のひび割れ、伸縮装置からの漏水に対処するため実施するもの

です。

２３ページは、白滝地域の道路橋りょう維持事業の位置図でございます。

図面番号①の湯の沢橋解体工事は、平成２８年８月の台風により湯の沢橋が崩落したた

め、橋梁の解体を行うものです。

２４ページは、遠軽地域の道路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①の市街地４０号線踏切仮設道路整備工事は、平成３０年度にＪＲにて４０号

線踏切の拡幅工事が予定されており、拡幅に伴い通行止めになることから、迂回路の仮設

道路整備を行うものです。

図面番号②の岩見通道路改良舗装工事は、未改良道路であり、凍上による路面の損傷や

水たまり等が著しいことから、改良舗装を実施するものです。
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図面番号③の南ヶ丘４号通道路改良舗装工事は、現況、防塵処理舗装であり、凍上によ

る路面の損傷が著しいことから、改良舗装を行うものです。

図面番号④の南１丁目中通道路改良舗装工事は、路面や排水設備の老朽化から通行に支

障を来しているため、改良舗装を行うものです。

図面番号⑤の南町４丁目通道路改良舗装工事は、凍上による路面の損傷が著しいことや

接続する東１線裏通の一部が未舗装であることから、改良舗装を行うものです。

図面番号⑥の南４丁目通道路改良舗装工事は、凍上による路面の損傷が著しく、補修で

は対応できないことから、改良舗装を行うものです。

２５ページは、遠軽・生田原地域の道路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①の東２線道路防雪工事（防雪柵）は、道道遠軽安国線と国道２４２号を結ぶ

幹線道路でありますが、路肩が狭いため、交通安全上危険であることや冬期間の地吹雪に

よる視界不良の解消を図るため実施しているもので、この工事により踏切手前までが完成

となります。

２６ページは、遠軽地域の河川維持管理事業の位置図でございます。

図面番号①のトーウンナイ川河川維持工事は、平成２４年度からの継続事業で、上流か

ら土砂が本河川に流入し、河川断面を埋塞していることから、大雨時の周辺への冠水を防

止するため、伐木・土砂除去を実施するものです。

２７ページは、生田原地域の地籍整備事業の位置図でございます。

地籍の明確化を図り、土地の実態把握のため、国土調査法及び国土調査促進特別措置法

に基づき実施するものです。

平成２９年度事業の内容は、右下凡例のとおり生田原岩戸、八重、清里地区でございま

す。

なお、番号①につきましては、永久杭埋設も実施いたします。

２８ページは、遠軽地域の街路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①は、３・４・３役場通交通バリアフリー歩道整備工事で、バリアフリー新法

に基づき、国から遠軽町が指定を受けた特定経路において歩行者が安全に通行できる歩道

を確保するため、１条通から１条中通までの役場庁舎側について点字ブロックの敷設を実

施するもので、既設街路灯２基のＬＥＤ化もあわせて行います。

図面番号②は、３・４・１０南ヶ丘通歩道整備工事で、街路樹の根により歩道の損傷、

縁石の隆起等により危険な状況のため、道道遠軽安国線セイコーマート交差点から道道遠

軽芭露線に向かい左側の歩道を整備するもので、既設街路灯２基のＬＥＤ化もあわせて実

施するものです。

２９ページは、遠軽地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、山の手団地長寿命化改修工事で、町営住宅長寿命化計画に基づき、昭和

５７年度建設、３階建て、中耐、２棟２４戸の改修工事を実施するものです。

３０ページが平面図、３１ページが立面図でございます。
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２９ページに戻りまして、図面番号②は、学田団地解体工事で、簡易耐火構造平屋建

て、４棟１６戸を老朽化が著しいことから解体撤去するものです。

３２ページは、丸瀬布地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、やまなみ団地建設工事で、町営住宅長寿命化計画に基づき、水谷団地解

体に伴う移転先の確保及び各団地の集約化を図るため、木造平屋建て、１棟２戸の建設及

び周辺整備を実施するものです。

３３ページが配置図、３４ページが平面図、３５ページが立面図でございます。

３２ページに戻りまして、図面番号②は水谷団地解体工事で、簡易耐火構造平屋建て、

１棟４戸を老朽化が著しいことから解体撤去するものです。

３６ページは、生田原地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は生野団地解体工事で、簡易耐火構造平屋建て、１棟４戸を老朽化が著しい

ことから解体撤去するものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 山地危機対策室参事。

○危機対策室参事（山地茂樹君） 元町排水ポンプ施設改修工事であります。

３７ページをご覧ください。

場所につきましては、ご覧のとおり丸瀬布元町の北見木材株式会社の北側の地域であり

ます。工事内容につきましては、排水ポンプ設置場所の洗掘されて傾いたＵ字トラフを撤

去して、鉄筋コンクリート管を設置、土盛りすることにより、排水ホースのゆがみを解消

して、排水効果を上げるものであります。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 門脇図書館長。

○図書館長（門脇和仁君） それでは、３８ページをお開き願います。

丸瀬布生涯学習館外壁改修工事について御説明いたします。

本改修工事につきましては、２か年で計画をしておりまして、平成２９年度については

塔屋部の１４１平米の外壁の改修、張り替えを行います。平成３０年度には残りの平屋の

部分の外壁の改修を行うこととしております。

なお、平成２９年度の外壁改修につきましては、木材を使うのではなく、サイディング

を使用することとして、かつウレタン樹脂の塗装を行うこととしてございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 堀嶋社会教育課長。

○社会教育課長（堀嶋英俊君） 保健体育費について説明いたします。

３９ページ、体育館管理運営事業の位置図でございまして、図面番号①は、生田原ス

ポーツセンター屋上防水工事でございます。屋上からの１階ホール部への雨漏り解消のた

め、屋上部のコーキング及び防水塗装の防水工事２６３.６平方メートルを実施するもの

でございます。
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同じく図面番号②、生田原スポーツセンター階段改修工事につきましては、玄関階段の

タイル等の損傷及び階段の高さを改修するため、階段の修繕及びゴムタイル化する改修を

実施するものでございます。

次のページをご覧ください。

４０ページは、球技場管理運営事業のうち、えんがる球場内野グラウンド改修工事でご

ざいます。球場の内野グラウンドの水はけ不良の改良及びグラウンド内外野芝部分との段

差解消のため、不陸整正、表層、表面処理及び排水の付帯施設整備を行うものでございま

す。

４１ページが、生田原球場芝張替工事の位置図でありまして、工事概要としましては、

球場のファールグラウンドの芝部分の損傷が激しいため、芝の張り替え９７２平方メート

ルを実施するものでございます。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 山地危機対策室参事。

○危機対策室参事（山地茂樹君） ４２ページをご覧ください。

砂金沢川災害復旧工事であります。工事内容につきましては、昨年の台風災害により砂

金沢川の洗掘された場所、約６０メートルにわたり高さ１.８メートルまでふとんかごを

設置するものであります。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） それでは、議案のほうにお戻りいただきまして、議案

第２０号平成２９年度遠軽町国民健康保険特別会計予算について御説明いたします。

平成２９年度遠軽町国民健康保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額は

歳入歳出それぞれ２６億９,４２６万５,０００円と定めるものです。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額を１億円と定めるものです。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。

１款国民健康保険税につきましては、３億５,９８０万４,０００円とするものです。１

項同額です。

２款使用料及び手数料につきましては、１８万円とするものです。１項同額です。

３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金４億３２万１,０００円、２項国庫補

助金８,６４２万４,０００円、総額を４億８,６７４万５,０００円とするものです。

４款療養給付費交付金につきましては、４,８４９万６,０００円とするものです。１項

同額です。
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５款前期高齢者交付金につきましては、７億４,０１５万２,０００円とするものです。

１項同額です。

６款道支出金につきましては、１項道負担金２,１６９万１,０００円、２項道補助金１

億２,６９９万２,０００円、総額を１億４,８６８万３,０００円とするものです。

７款共同事業交付金につきましては、５億６,７１４万１,０００円とするものです。１

項同額です。

８款財産収入につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

９款繰入金につきましては、３億４,２７５万１,０００円とするものです。１項同額で

す。

１０款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

１１款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料３０万４,０００円、２項

受託事業収入１,０００円、３項雑入６,０００円、総額を３１万１,０００円とするもの

です。

これによりまして、歳入合計を２６億９,４２６万５,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。

次のページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費２,６８８万円、２項徴税費１５１万７,０

００円、３項運営協議会費２３万５,０００円、４項特別対策事業費１,３０５万円、総額

を４,１６８万２,０００円とするものです。

２款保険給付費につきましては、１項療養諸費１４億４,９８５万３,０００円、２項高

額療養費２億７９７万２,０００円、３項移送費３０万円、４項出産育児諸費８４０万５,

０００円、５項葬祭諸費１００万円、総額を１６億６,７５３万円とするものです。

３款後期高齢者支援金等につきましては、２億５,８１７万７,０００円とするもので

す。１項同額です。

４款前期高齢者納付金等につきましては、１０５万１,０００円とするものです。１項

同額です。

５款老人保健拠出金につきましては、７,０００円とするものです。１項同額です。

６款介護納付金につきましては、９,５３５万２,０００円とするものです。１項同額で

す。

７款共同事業拠出金につきましては、６億７６６万６,０００円とするものです。１項

同額です。

８款保健事業費につきましては、１項保健事業費５９９万３,０００円、２項特定健康

診査等事業費１,４５７万円、総額を２,０５６万３,０００円とするものです。

９款公債費につきましては、４万１,０００円とするものです。１項同額です。

１０款諸支出金につきましては、２０９万６,０００円とするものです。１項同額で

す。
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１１款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計を２６億９,４２６万５,０００円とし、歳入歳出同額とす

るものです。

また、予算の詳細につきましては、別冊、赤番７、平成２９年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３０ページから３３２ページまでに資料を添付しておりますの

で、御参照願います。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第２１号平成２９年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算について説

明いたします。

平成２９年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ３億９１５万４,０００円と定めるものです。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

説明いたします。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算の歳入から説明いたします。

１款後期高齢者医療保険料につきましては、２億６４１万７,０００円とするもので

す。１項同額です。

２款使用料及び手数料につきましては、２万円とするものです。１項同額です。

３款広域連合交付金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

４款繰入金につきましては、１億２７０万９,０００円とするものです。１項同額で

す。

５款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

６款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料２,０００円、２項償還金及

び還付加算金２,０００円、３項雑入２,０００円、総額を６,０００円とするものです。

これによりまして、歳入合計を３億９１５万４,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。

２ページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費１７５万２,０００円、２項徴収費２０万

５,０００円、総額を１９５万７,０００円とするものです。

２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、３億６５７万２,０００円とする

ものです。１項同額です。

３款諸支出金につきましては、５２万５,０００円とするものです。１項同額です。

４款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計を３億９１５万４,０００円とし、歳入歳出同額とするも

のです。

また、予算の詳細につきましては、別冊、赤番７、平成２９年度遠軽町予算に関する資
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料、事業別予算説明書３３３ページに資料を添付しておりますので、御参照願います。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小谷保健福祉課長。

○保健福祉課長（小谷英充君） 議案第２２号平成２９年度遠軽町介護保険特別会計予算

について御説明いたします。

平成２９年度遠軽町介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１８億３,９９１万６,０００円と定めるものです。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の最高額を５,０００万円と定めるものです。

次のページをお開き願います。

予算書の１ページ、第１表、歳入歳出予算の１、歳入から御説明いたします。

１款介護保険料につきましては、２億８,８８７万１,０００円とするものです。１項同

額です。

２款分担金及び負担金につきましては、８３５万７,０００円とするものです。１項同

額です。

３款使用料及び手数料につきましては、４８４万円とするものです。１項同額です。

４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金３億６３８万６,０００円、２項国庫

補助金１億６,９１４万３,０００円、総額を４億７,５５２万９,０００円とするもので

す。

５款支払基金交付金につきましては、４億８,８１２万円とするものです。１項同額で

す。

６款道支出金につきましては、１項道負担金２億４,６６１万４,０００円、２項道補助

金１,３９５万８,０００円、総額を２億６,０５７万２,０００円とするものです。

７款財産収入につきましては、１万１,０００円とするものです。１項同額です。

８款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金２億６,８４１万４,０００円、２項基

金繰入金４,５１９万７,０００円、総額を３億１,３６１万１,０００円とするものです。

９款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

１０款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料１,０００円、２項雑入３,

０００円、総額を４,０００円とするものです。

これによりまして、歳入合計を１８億３,９９１万６,０００円とするものです。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費１,４１７万５,０００円、２項徴収費６０

万４,０００円、３項介護認定諸費２,７８４万３,０００円、総額を４,２６２万２,００



－ 74 －

《平成２９年３月７日》

０円とするものです。

２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費１５億６,７４０万４,０００

円、２項高額介護サービス等費３,６３０万円、３項高額医療合算介護サービス等費６６

０万円、４項特定入所者介護サービス等費８,９４４万４,０００円、５項その他諸費１８

０万２,０００円、総額を１７億１５５万円とするものです。

３款地域支援事業費につきましては、１項介護予防・生活支援サービス事業費３,４６

８万８,０００円、２項一般介護予防事業費９１４万２,０００円、３項包括的支援・任意

事業費５,１２１万円、４項その他諸費３０万円、総額を９,５３４万円とするものです。

４款基金積立金につきましては、１万１,０００円とするものです。１項同額です。

５款公債費につきましては、８万３,０００円とするものです。１項同額です。

６款諸支出金につきましては、２１万円とするものです。１項同額です。

７款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計を１８億３,９９１万６,０００円とし、歳入歳出同額とす

るものです。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） 続きまして、議案第２３号平成２９年度遠軽町個別排

水処理事業特別会計予算について説明いたします。

平成２９年度遠軽町個別排水処理事業特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１億１９５万１,０００円と定めるものです。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

説明いたします。

地方債につきましては、「第２表地方債」により説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額を８,０００万円と定めるものです。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算の１、歳入から説明いたします。

１款分担金及び負担金につきましては、１５０万円とするものです。１項同額です。

２款使用料及び手数料につきましては、１項使用料１５７万７,０００円、２項手数料

３万１,０００円、総額を１６０万８,０００円とするものです。

３款繰入金につきましては、１,３０４万１,０００円とするものです。１項同額です。

４款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

５款諸収入につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。

６款町債につきましては、８,５８０万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳入合計を１億１９５万１,０００円とするものです。

次に、歳出について説明いたします。
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２ページをお開き願います。

１款個別排水処理費につきましては、９,９３３万４,０００円とするものです。１項同

額です。

２款公債費につきましては、２５６万７,０００円とするものです。１項同額です。

３款予備費につきましては、５万円とするものです。１項同額です。

これによりまして、歳出合計を１億１９５万１,０００円とし、歳入歳出同額とするも

のです。

次に、３ページの第２表、地方債について御説明いたします。

地方債につきましては、個別排水処理施設整備事業の限度額を８,５８０万円とするも

のです。

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりです。

また、予算の詳細につきましては、別冊、赤番７、平成２９年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３６ページに資料を添付しておりますので、御参照願います。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 久保水道課長。

○水道課長（久保英之君） 議案第２４号平成２９年度遠軽町水道事業会計予算について

御説明いたします。

赤番６、遠軽町企業会計予算書の１ページをお開き願います。

平成２９年度遠軽町水道事業会計予算。

第３条は、収益的収入及び支出の収入を５億４,０３０万８,０００円とし、支出を５億

２,０１４万４,０００円とするものです。

第４条は、資本的収入及び支出の収入を２億４,４７１万９,０００円とし、支出を４億

３,０８３万４,０００円とするものです。

次のページをお開き願います。

第５条は、企業債で、上水道整備事業の限度額を２億３９０万円とするものです。

第６条、一時借入金につきましては、３億円を限度としております。

第７条から第９条までの説明は、省略させていただきます。

次に、主な事業について御説明いたします。

赤番８、平成２９年度遠軽町予算に関する資料の４３ページをお開き願います。

丸瀬布地域の水道管布設工事の位置図であります。

①、道道丸瀬布上渚滑線導水管仮設工事は、道の予算の都合により平成２８年度の工事

を中止したため、今年度、再び計上するものです。北海道が施工する道道丸瀬布上渚滑線

の岩見橋かけかえ工事に伴い、橋に添架している導水管を移設補償により布設替えするも

のです。

②、丸瀬布元町水道管布設替工事は、北見木材の場内を通過している配水管の破損対応

として、７０メートルを布設替えするものです。
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４４ページは、遠軽地域の水道管布設工事位置図であります。

③、国道３３３号（豊里）水道管布設工事は、遠軽１Ｃ道の駅への配水管を４００メー

トル布設するものです。

④、国道３３３号（豊里）送水管布設替工事は、遠軽１Ｃに伴う国からの移設補償によ

り、送水管３００メートルを布設替えするものです。

⑤、国道２４２号（豊里）水道管布設替工事は、下水道工事に伴う既設石綿管２００

メートルの撤去と、ＪＲ横断推進管区間の６０メートルを布設替えするものです。

⑥、国道２４２号（豊里）ＪＲ横断水道管推進工事負担金は、遠軽１Ｃ道の駅の整備に

伴い、豊里跨線橋横の線路横断推進工事を６０メートルＪＲに委託するための工事負担金

であります。

⑦、南ヶ丘４号通水道管布設替工事は、道路改良工事に伴い配水管４０メートルを布設

替えするものです。

４５ページは、生田原水穂地域の水道工事位置図であります。

⑧、水穂水道施設設置工事は、図面中央にあります豊里配水池に送水ポンプを設置し、

図面左側の水穂配水池の改修及び電気設備を施工するものであります。

⑨、水穂送水管布設工事は、豊里配水池から水穂配水池までの送水管１,０２０メート

ルと配水管１６メートルを布設するものであります。

４６ページは、安国浄水場周辺の位置図であります。

⑩、安国浄水場外周辺整備工事は、平成２９年４月から供用開始を予定しております浄

水場の場内舗装及び配水池の門扉、フェンス、場内舗装などの工事を施工するものであり

ます。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第２５号平成２９年度遠軽町下水道事業会計予算について御説明いた

します。

２５ページをお開き願います。

平成２９年度遠軽町下水道事業会計予算。

第３条は、収益的収入及び支出の収入を１０億８,２８８万４,０００円とし、支出を１

０億３５５万８,０００円とするものです。

第４条は、資本的収入及び支出の収入を７億５,１２９万９,０００円とし、支出を１１

億４６９万７,０００円とするものです。

２６ページ、第５条は、債務負担行為で、遠軽下水処理センター受変電設備更新工事委

託については、期間を平成２９年度から平成３０年度までとし、限度額を９,４００万円

とするものであります。

水洗化等工事資金利子補給の平成２９年度融資分については、期間を平成２９年度から

平成３４年度までとし、限度額を借入期間中における融資残高に対する利子相当額とする

ものです。
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第６条は、企業債で、公共下水道整備事業の限度額を３億４,８２０万円に、下水道事

業債の限度額を２,２５０万円とするものです。

第７条、一時借入金につきましては、５億円を限度としております。

第８条から第９条までの説明は、省略させていただきます。

次に、主な工事について御説明いたします。

赤番８、平成２９年度遠軽町予算に関する資料の４７ページをお開き願います。

下水道事業の工事位置図であります。

①と②は、国道３３３号（豊里）公共下水道工事のその１とその２で、遠軽ＩＣ道の駅

への汚水整備を促進するものです。

③、国道２４２号（豊里）公共下水道工事その１は、遠軽ＩＣ道の駅整備に伴い、豊里

地区に汚水管２５０メートルを布設するものです。

④、国道２４２号（豊里）ＪＲ横断公共下水道工事費負担金は、豊里跨線橋横線路横断

推進工事を水道管と合わせて汚水管６２メートルを布設するため、ＪＲに委託する工事負

担金であります。

⑤、国道２４２号（豊里）公共下水道工事その２は、ＪＲ線路横断推進工事に接続する

汚水管１６メートルを布設するものです。

⑥、国道２４２号（南町３丁目）公共下水道工事は、南町３丁目たかはし斎場地先から

ビッグワン地先まで、汚水管７５メートルを布設するものです。

⑦、国道２４２号（大通北８丁目）公共下水道工事は、町道北８丁目２号通交点から小

野商店地先まで、汚水管７０メートルを布設するものです。

⑧、国道２４２号（学田３丁目）公共下水道工事は、国道２４２号線沿いに雨水Ｕトラ

フ７０メートルを布設するものです。

⑨、遠軽下水処理センター長寿命化工事は、下水処理センター管理棟の床排水ポンプ一

式を更新するものです。

⑩、遠軽下水処理センター長寿命化工事業務委託（Ｈ２８・Ｈ２９）は、日本下水道事

業団に工事委託している２か年継続工事の２年目で、下水道センターのコントロールセン

ター及び送風機等の更新をするものです。

⑪、遠軽下水処理センター長寿命化工事業務委託（Ｈ２９・Ｈ３０）は、２か年継続工

事の１年目として、処理場の受変電設備の更新工事を日本下水道事業団に委託するもので

す。

４８ページは、⑨、遠軽下水処理センター長寿命化工事の管理棟地下１階平面図で、斜

線部分の５か所が床排水ポンプ更新箇所であります。

４９ページと５０ページは、⑩、遠軽下水処理センター長寿命化工事業務委託（Ｈ２８

・Ｈ２９）の管理棟３階平面図と管理棟１階平面図で、コントロールセンター及び除塵機

と送風機の更新箇所でございます。

５１ページと５２ページは、⑪、遠軽下水処理センター長寿命化工事業務委託（Ｈ２９
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・Ｈ３０）の管理棟３階平面図と管理棟１階平面図で、受変電設備の更新箇所でありま

す。

５３ページは、⑫、丸瀬布せせらぎセンター等長寿命化工事業務委託で、丸瀬布せせら

ぎセンター及び白滝浄化センターの運転管理を制御する中央監視設備等の更新工事を日本

下水道事業団に委託するものです。

５４ページと５５ページは、丸瀬布せせらぎセンター２階平面図及び白滝浄化センター

１階平面図でありまして、斜線部分が中央監視設備等の更新箇所であります。

以上で説明を終わります。

○議長（前田篤秀君） 以上をもって、予算の説明を終わります。

────────────────────────────────────

◎予算審査特別委員会設置の議決

○議長（前田篤秀君） お諮りします。

平成２９年度各会計予算７件につきましては、議長を除く全議員による予算審査特別委

員会を設置し、その委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、議長を除く全議員による予算審査特別委員会を設置し、この委員会に付託

し、会期中の審査とすることに決定しました。

暫時休憩します。

午後 ３時３０分 休憩

──────────────

午後 ３時５９分 再開

○議長（前田篤秀君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

休憩中に予算審査特別委員会が開催され、委員長に今村議員、副委員長に松田議員が選

出されましたので、御報告いたします。

────────────────────────────────────

◎日程第２９ 議案第２号

○議長（前田篤秀君） 日程第２９ 議案第２号遠軽町農業委員会の委員の定数を定める

条例の制定についてを議題といたします。

平成２８年第９回定例会において付託しました総務・文教常任委員会から審査報告書が

提出されておりますので、委員長の報告を求めます。

今村総務・文教常任委員長。

○総務・文教常任委員長（今村則康君） －登壇－

平成２８年第９回遠軽町議会定例会におきまして総務・文教常任委員会に付託されまし

た議案第２号遠軽町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定について、遠軽町議会会
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議規則第７７条の規定により審査結果を報告します。

本条例につきましては、農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第８８号）の一部

改正に伴い、本条例を定めるものです。

本委員会において、委員会審査を平成２９年１月２４日及び２月２２日に行い、原案の

とおり可とすることに決定したものであります。

以上で、総務・文教常任委員会に付託されました議案１件の報告を終わります。

○議長（前田篤秀君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

これより、議案第２号遠軽町農業委員会の委員の定数を定める条例の制定についてを採

決いたします。

本案に対する委員長報告は可とするものです。

本案は、討論を省略し、委員長報告のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は、委員長報告のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第３０ 議会改革活性化特別委員会調査報告

○議長（前田篤秀君） 日程第３０ 議会改革活性化特別委員会調査報告を議題としま

す。

平成２５年第７回定例会において付託しました議会改革活性化特別委員会から委員会調

査報告書が提出されておりますので、委員長の報告を求めます。

杉本議会改革活性化特別委員長。

○議会改革活性化特別委員長（杉本信一君） －登壇－

委員会調査報告書。

平成２５年第７回遠軽町議会定例会において、本委員会に付託された調査事件につい

て、遠軽町議会会議規則第７７条の規定に基づき、次のとおり報告いたします。

１、付託案件。

議員活動のあり方を検証し、自主・自立的な議会改革を一層推進していくため、調査・

研究を行う。

２、調査の結果。

（１）議員定数について、２人減員し１６人とすべきである。

（２）議員報酬について、当分の間、現行のとおりとすべきである。

（３）通年会期制について、当分の間、現行のとおりとすべきである。

（４）休日、夜間議会について、当分の間、現行のとおりとすべきである。
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（５）議会広報の充実（議会中継）について、試行等の検証を行い、引き続き検討すべ

きである。

（６）議会資料のペーパーレス化について、議会において、タブレットを購入すべきで

ある。

（７）議会運営上の活性化について、今後においても、現況に則した関係条例等の整

備、運用をすべきである。

それでは、委員会の議論の経緯を報告させていただきます。

お手元の資料、３ページ目をご覧ください。

本特別委員会は、平成２５年１０月の遠軽町議会議員選挙を踏まえ、議会が町民の代表

機関として町民の意思を町政に的確に反映し、開かれた議会を目指すため、議員自らが議

会の改革活性化について、今一度調査・検討をする必要があることから、平成２５年１２

月１２日に議会改革活性化特別委員会として設置されたものである。

本特別委員会が２５回にわたって調査を行ってきた結果と、その結果に至る経過の概要

をまとめ、調査報告書とするものである。

調査事項並びに特別委員会の開催状況につきましては、一読していただければというふ

うに思います。

４番目の調査結果について。

まず、議員定数についてですけれども、平成１１年以降の法改正等に伴い、議員定数に

ついては、地方公共団体の判断に委ねられるようになり、平成１７年の町村合併時には選

挙区に関する特例も適用せず、４町村の合併前の合計５１人を減員し、２６人とした。

その後、平成２０年１２月に議員定数は現在の１８人となり、定数削減に取り組んでき

たが、平成２５年の選挙においては６７.９３％という投票率の中、法定得票数に満たな

い候補者が出たことにより、結果的に欠員となる事態が生じ、議会の存在意義を問われか

ねない危機的状況であった。

議会報告会等において、町民から意見をいただいた中で、現段階の本町における望まし

い定数は、現状維持の１８人、２人減の１６人に減員すべきなど、さまざまな意見があっ

た。

本特別委員会では、町政及び地域の現状と課題や将来の展望を十分に考慮し、全会一致

には至らなかったものの、議論を尽くし、２人を減員し１６人とすることを総合的に導き

出したところである。

本件に係る議論を通じて、議員になりたいと思う人が増えるような議会改革の必要性に

ついても、委員一同、改めて認識したところである。

議員報酬について。

議員活動をめぐる制度と現状を理解した上で、本町議会の実態を踏まえ、その活動範囲

について協議、検討を行ったところ、議員活動を支えるためだけではなく、将来議員のな

り手を支えるために必要なものという意見や、増額すべき、削減すべき、もしくは日当制
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にすべきといったさまざまな意見があった。

そういった意見を踏まえ、他町村の状況や議員の活動内容等について検討を行い、慎重

に協議を重ねた結果、多様な層の町民が積極的に議員選挙に出られるような一定の議員報

酬水準が必要であり、社会環境の変化による議員の担い手対策を考慮した場合、報酬を減

額すること等が何のための議会改革であるか結論に至らず、現状を維持すべきとしたとこ

ろである。

通年会期制について。

平成２４年度の地方自治法改正で、議会の会期制度は、毎年、条例で決まった回数の会

期に会議を開く定例会・臨時会方式と、会期の長さを１年間とし、あらかじめ条例で定め

られた定例日に会議を開く通年の会期制の選択が可能になった。

そういった情勢から、当町議会でも通年議会の導入の是非を検討するため、先行自治体

の実態調査を行うなど理解を深めた。

調査の結果、通年会期制を実施している自治体はあるものの、その数は増加傾向といえ

る状況ではない。

また、一事不再議の問題や課題が解決する事例が少なく、当町議会においては現状の各

委員会が活発であり、議案等に対する説明を受けていることから、改めて導入する必要は

ないと判断したところである。

休日・夜間議会について。

平成２６年１２月定例会初日の会期を延長し、午後６時から夜間議会として一般質問を

行った。周知方法等に課題は残したものの、傍聴者は２０人で、初めて傍聴した町民もお

り、日中仕事等で傍聴に来ることができない町民に対する機会の創出、ひいては議会への

関心を高められ、試行としては一定の成果は得られた。

しかしながら、夜間に議会を開催するに当たっては、会期が長期化する懸念、執行者側

の労力的負担、控えている職員の時間外勤務に係る財政負担等、多くの課題がある。

また、参加促進に向けた一層の工夫が必要であることや、議題等を事前に示し、町民の

関心が高い議案について、柔軟に休日議会、夜間議会とする運用などを検討する必要があ

り、さらなる調査を行い、効果の測定を図りたいところである。

結論としては、議会活性化の一つとして試行することの有効性（インパクト）は認める

が、制度化すべきという結論に至らなかったところである。

また、案件等によっては、制度化しなくても休日・夜間議会を実施することは可能であ

り、単に休日・夜間議会という点のみ議論するのではなく、新たな議員の担い手を掘り起

こすという意味でも、広く町民参加促進に向けた方策を検討していく必要があると判断し

たところである。

議会広報の充実（議会中継）について。

町民に開かれた議会を目指し、議会からの情報発信、情報公開を積極的に行うため、イ

ンターネットによる議会の中継は、町民に対して議会活動を広く提供していく上での一つ
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の手段であり、導入に向けて検討を重ねてきた。

インターネット中継は、具体的な運用方法や費用対効果を踏まえた経費面においてはな

おも課題が残るものの、情報提供の手段として、将来的に有用なものと結論に至った。

しかしながら、実施している自治体は数多くあるが、住民のアクセス数が多くはないこ

とも事実であり、その費用対効果を考慮し、実施に当たっては、最低限の設備で実施すべ

きとしたところである。

また、本会議、委員会の中継のあり方については、それぞれの会議が持つ目的の違いが

あることから、意見を統一することはできなかった。

導入計画を具体化していくことにあわせ、録画・録音の取り扱いなど細部事項について

は、さらに調査・検討を進めるべきとしたところである。

議会資料のペーパーレス化について。

ペーパーレス化に向けて議員相互の理解を深めるため、議会研修会としてタブレット型

端末操作研修会の開催、先進議会への視察などを行い、端末の利便性や必要性は認識され

た。

しかしながら、導入している市町村が全国でも少ないことや、費用対効果と導入した場

合のスピード感（有効性）について見きわめる必要があり、導入に当たっては、まずは議

会側でできるところから推進すべきとしたところである。

その実施に際しては、当分の間、紙媒体とデータを併用し、タブレットに慣れる練習期

間を設ける必要があることを確認した。

なお、他の自治体の事例では、町の例規集や各計画書についてもタブレットを導入し

ペーパーレス化としている場合もあるが、当議会における議案のペーパーレス化について

は、職員の配置や情報管理等についてなおも課題が残ることから、費用対効果の検証を引

き続き行い、長期的な課題としたところである。

議会運営上の活性化について。

議員定数を１６人へ改正した場合、常任委員会数を３から２へ変更すべきではないかと

いう方向性を確認したところである。

なお、その他の議会に関する条例については、これまでも適宜改正しているので、今後

においても社会情勢等に合わせて実施すべきである。

以上をもちまして、特別委員会の報告とさせていただきます。

○議長（前田篤秀君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終わります。

以上で、議会改革活性化特別委員会調査報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第３１ 請願第１号
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○議長（前田篤秀君） 日程第３１ 請願第１号「議会報告会」の開催を求める請願書を

議題といたします。

局長をして請願書を朗読させます。

○議会事務局長（安江陽一郎君） 請願文書表。

請願第１号。

受理年月日、平成２９年３月１日。

件名、「議会報告会」の開催を求める請願書。

敬称は、省略させていただきます。

請願者は、「町民にわかる議会運営」を求める町民有志の会。共同代表、遠軽町東町２

丁目１－６８、小竹肇、遠軽町南町３丁目４－４４３、馬場隆雄、遠軽町東町３丁目３－

１９、福井信夫。

紹介議員は、岩澤武征であります。

なお、請願の要旨などにつきましては、写しを配付しておりますので省略をさせていた

だきます。

以上であります。

○議長（前田篤秀君） 紹介議員の方で補足説明があれば賜りたいと思います。

岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 本請願の趣旨は、数年前に作成された議会基本条例の趣旨は、一

つは町民にわかりやすくということで議会の内容を皆さんにお知らせするという意味で議

会報告会を設置しました。もう一つは、二元代表制ということで、議会と行政が適切な緊

張関係を持って議論を深めるという意味で行政の審議会等には入らないと、議会としては

行政をチェックする機関であるということの意味であの条文がつくられたわけですけれど

も、それが、前回の議運で廃止ということでなされました。私としては、ここにおられる

中にも議会基本条例を作成した委員として出て討議をした方もおられますけれども、あの

時点に戻って、やっぱり今回のこの条例改廃については、きちんと説明をする必要がある

だろうと、責任があるだろうということで、ぜひこの請願については採択をするべきだと

いうふうに思います。

以上です。

○議長（前田篤秀君） お諮りします。

請願第１号については、なお審査の必要があると思いますので、議会運営委員会に付託

し、閉会中の審査とすることにしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、請願第１号は、議会運営委員会に付託し、閉会中の審査とすることに決定

しました。

────────────────────────────────────
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◎延会の議決

○議長（前田篤秀君） お諮りします。

３月８日、９日及び１０日の３日間は委員会等審査のため、３月１１日及び１２日は休

日のため、休会としたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、３月８日から１２日までの５日間は、休会とすることに決定いたしまし

た。

────────────────────────────────────

◎散会宣告

○議長（前田篤秀君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これをもって延会します。

午後 ４時１８分 延会




